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正
常
化
を
発
表
す
る
。
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
中
華
人
民
共
和
国
は
、

i

日
付
け
で
、
相
互
に
承
認
し
及
び
外
交
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
中
国

の
唯

一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
」

共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。
「
こ
の
範
囲
内
で
、
合
衆
国
の
人
民
は
、
台
湾
の
人
民
と
文
化
、
商
業
そ
の
他
の
非
政
府
の

関
係
を
維
持
す
る
。（
略
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
中
国
は
た
だ

―
つ
で
あ
り
台
湾
は
中
国
の

一
部
で
あ
る
と
い
う
中
国
人
の
立
場
を

(2
)
 

認
め
る
。
」
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
ま
で
承
認
し
て
い
た
中
華
民
国
と
の
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
を
解
消
す
る
が
、
台
湾
に
住
む
人
々

と
の
経
済
・
文
化
に
お
け
る
交
流
を
維
持
す
る
た
め
非
政
府
の
関
係
を
構
築
す
る
。
こ
れ
が
第
二
点
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
国
内
法
と
し

て
立
法
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
七
九
年
四
月
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
案
に
大
幅
に
修
正
が
加
え
ら
れ
る
形
で
「
台
湾
関
係
法
」
が
成
立
し
た
。

第
三
に
、

一
九
五
四
年
に
署
名
さ
れ
て
い
た
米
華
相
互
防
衛
条
約
は
、
同
第
十
条
に
基
づ
き
、

七
九
年
末
に
終
了
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

中
国
政
府
は
当
初
、
即
時
の
破
棄
を
求
め
て
い
た
が
、

択
し
た
。
な
お
米
軍
は
七
九
年
四
月
ま
で
に
台
湾
か
ら
完
全
に
撤
収
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
と
同
時
に
、
米
中
両
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
声
明
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ
政
府
の
声
明
を
み
て
み
よ
う
。
「
ア
メ

第
一
に
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
政
権
は
ア
メ
リ
カ
東
部
時
間
、

一
九
七
九
年
一
月

ア
メ
リ
カ
政
府
の
通
告
か
ら
一
年
後
の

ア
メ
リ
カ
政
府
は
終
了
の
形
式
を
選

一
九
七
八
年

―
二
月
一
五
日
午
後
九
時
に
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
観
点
に
立
て
ば
、

一二
つ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

の
終
了
に
よ
っ
て
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
対
中
接
近
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
米
中
和
解
プ
ロ
セ
ス
は
、
米
中
国
交
正
常
化
と
米
華
相
互
防
衛
条
約

(l
)
 

一
応
の
決
着
を
み
せ
た
。

は
じ
め
に



(350) 神奈川法学第47巻第3号 2014年 68 

て
の
不
安
定
要
因
と
し
て
在
存
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

て
い
な
い
。

リ
カ
は
台
湾
の
人
民
の
将
来
が
平
和
的
か
つ
繁
栄
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
台
湾
問
題
の
平
和
的
解
決
に
引

き
続
き
関
心
を
有
し
、
台
湾
問
題
が
中
国
人
自
身
に
よ
り
平
和
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。」

記
者
会
見
で
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、

終
了
に
か
か
る

一
年
間
を
猶
予
し
た
後
に
台
湾
へ
の
武
器
売
却
を
再
開
す
る
意
志
も
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
中
国
政
府
は
、
「
台
湾
の
祖

国
復
帰
を
解
決
し
、
国
家
統
一
を
完
成
す
る
方
式
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
全
く
中
国
の
内
政
問
題
で
あ
る
」
と
声
明
し
、
台
湾
に
対
す
る

武
器
売
却
に
対
し
て
強
い
抗
議
を
発
表
し
て
い
る
。
両
政
府
の
声
明
は
台
湾
問
題
の
将
来
、
米
台
武
器
売
却
に
つ
い
て
、
全
く
か
み
合

っ

米
中
国
交
正
常
化
は
両
国
が
抱
え
る
問
題
を
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
台
湾
問
題
の
将
来
に
つ
い
て
こ
の
時
点
で
両
政
府
は
そ
れ
ぞ

れ
が
発
出
す
る
声
明
に
事
前
に
合
意
し
て
い
た
も
の
の
、
非
平
和
的
な
解
決
を
否
定
す
る
言
質
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
国
内
に

不
満
を
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
中
国
の
軍
事
的
成
長
に
よ
っ
て
問
題
を
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
く
。
断
交
後
の
台
湾
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
の
武
器
売
却
に
つ
い
て
中
国
は
強
い
不
満
を
感
じ
な
が
ら
も
国
交
正
常
化
を
一
時
的
に
優
先
さ
せ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
も
こ
の

問
題
は
米
中
関
係
を
揺
さ
ぶ
り
続
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
問
題
は
解
消
に
向
か
う
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
と
っ

な
ぜ
、
国
交
正
常
化
は
こ
の
形
式
で
七
八
年
末
に
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
な
ぜ
、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
以
来
モ
メ
ン
タ
ム
（
動
力
）

を
失
い
交
渉
を
膠
着
さ
せ
て
い
た
米
中
両
国
は
、
こ
の
時
期
に
国
交
正
常
化
に
合
意
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
を
先
取
り
し
て
み
よ
う
。

カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
条
件
を
ニ
ク
ソ
ン
政
権
か
ら
継
承
し
た
が
、
同
時
に
中
国
政
府
の
求
め
に

応
じ
て
政
府
内
の
考
え
を
調
整
し
て
い

っ
た
。
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
米
中
ソ
関
係
の
戦
略
的
見
地
か
ら
米
中
関
係
は

重
視
さ
れ
た
が
、
中
間
選
挙
、
大
統
領
選
挙
と
い
っ
た
政
治
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
観
点
か
ら
も
、
正
常
化
の
七
八
年
末
で
の
実
現
そ
れ
自
体



69 米中国交正常化と台湾問題の 「不完全な決着」 (351) 

が
目
的
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
和
的
解
決
を
一
方
的
に
求
め
声
明
す
る
方
式
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
選
択
肢
の
中
で
譲
歩
と
み
ら
れ
て

い
た
が
、
ひ
き
替
え
に
何
か
を
得
る
こ
と
も
な
く
、
中
国
政
府
か
ら
そ
れ
を
完
全
に
否
定
す
る
声
明
を
だ
さ
な
け
れ
ば
十
分
と
の
立
場
に

落
ち
着
い
て
い
く
。
断
交
後
の
台
湾
へ
の
武
器
売
却
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
は
部
小
平
が
黙
認
し
た
と
交
渉
の
終
盤
で
誤
解
し
て
い
た
。

最
終
段
階
で
米
中
両
政
府
は
過
ち
に
気
づ
き
、
部
は
当
面
の
売
却
を
認
め
る
が
、
完
全
に
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
カ
ー
タ
ー
政
権
の
国
交
正
常
化
交
渉
は
、
ニ
ク
ソ
ン
、
フ
ォ

ー
ド
政
権
の
対
中
交
渉
と
も
、
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
歴
代
政
権
の
慎
重
な
台
湾
問
題
の
取
り
扱
い
と
も
性
質
の
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
政
策
形
成
は
政
権
内
の
権
力
闘
争

の
場
と
な
り
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
補
佐
官
は
国
務
省
と
の
対
決
を
強
め
た
が
、

先
行
研
究
と
史
料
状
況

カ
ー
タ
ー
は
折
に
触
れ
て
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て

以
下
、
本
論
文
は
、
米
中
交
渉
の
段
階
に
従
い
、
カ
ー
タ
ー
政
権
の
発
足
か
ら
ヴ
ァ
ン
ス
国
務
長
官
訪
中
ま
で
（
七
七
年
八
月
）
、
ブ
レ

ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
ま
で
（
七
八
年
五
月
）
、
最
終
的
な
交
渉
成
立
ま
で
（
七
八
年
―
二
月
）
の
一
二
節
に
分
け
て
検
討
し
、
台
湾
問
題
の
交
渉

は
そ
の
焦
点
と
な
る
。
ま
た
、
節
を
改
め
て
中
華
民
国
に
直
接
に
関
わ
る
政
策
、
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
な
る
情
勢
判
断
を
分
析
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
米
中
国
交
正
常
化
を
め
ぐ
る
ア
メ
リ
カ
側
の
政
策
決
定
、
ま
た
戦
略
観
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
、
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ

(

3

)

(

4

)

 

レ
ジ
ン
ス
キ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
手
に
よ
る
回
顧
録
、
ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
同
時
代
に
お
け
る
新
聞
・
テ
レ
ビ
情
報
を
組
み
合
わ
せ
た
研
究

が
多
い
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
ロ
バ

ー
ト
・
ロ

ス
『
協
力
に
向
け
た
交
渉
』
、
宇
佐
美
滋

『米
中
国
交
正
常
化
の
研
究
j

が
あ
る
が
、
パ

(5
)
 

ト
リ

ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー

『グ
レ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
ル
』
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
駆
使
し
、
こ
の
手
法
の
研
究
を
代
表
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
を
例

外
と
し
て
、
多
く
の
先
行
研
究
は
当
事
者
の
主
張
を
強
く
反
映
し
た
記
述
に
留
ま
り
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
を
転
換
点
と
み
な
し
、
米

い
る
。
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一
次
史
料
を
活
用
し
た
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
フ
ッ
ト
だ
。

器
売
却
、
台
湾
問
題
の
平
和
的
解
決
の
約
束
の
三
つ
の
重
要
論
点
に
絞
り
、

内
政
治
事
情
も
カ
ー
タ
ー
政
権
を
縛
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、

(6
)
 

っ
て
い
な
い
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。

台
湾
問
題
の
処
理
は
、
研
究
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
論
点
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
政
府
の
姿
勢
を
考
慮
す
れ
ば
当
時
の
条
件
が
正
常

化
を
実
現
し
得
る
上
で
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
と
強
調
す
る
研
究
の

一
方
で
、
武
力
不
行
使
と
い
う
米
中
関
係
の
そ
れ
ま
で
の
基
本
原
則

(8
)
 

を
ア
メ
リ
カ
政
府
が
放
棄
し
た
点
を
批
判
す
る
考
え
や
、
フ

ッ
ト
の
よ
う
に
正
常
化
交
渉
時
の
国
際
環
境
を
考
え
れ
ば
中
国
よ
り
譲
歩
を

引
き
出
せ
た
と
の
考
え
も
あ
る
。

ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
対
中
接
近
に
批

フ
ッ
ト
は
断
交
後
の
駐
台
代
表
使
節
、
対
台
湾
武

カ
ー
タ
ー
政
権
が
上
記
三
点
で
取
引
材
料
を
駆
使
し
た
交
渉
を
行

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
華
民
国
と

ア
メ
リ
カ
の
関
係
は
他
国
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
国
交
正
常

化
交
渉
の
争
点
は
対
台
湾
武
器
売
却
、
平
和
的
解
決
の
宣
言
の
あ
り
方
に
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
日
本
方
式
」
を
単
純

に
ア
メ
リ
カ
が
受
け
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
点
で
政
治
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
固
執
し
た
カ
ー
タ
ー
政
権
が
十
分
に

譲
歩
を
得
よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
最
終
段
階
に
お
け
る
合
意
形
成
に
失
敗
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

カ
ー
タ
ー
、
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
役
割
の
評
価
も
、
研
究
史
の

―
つ
の
焦
点
に
な

っ
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン

と
ナ
ン
シ
ー
・
タ
ッ
カ
ー
は
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
共
産
圏
の
一
体
性
の
認
識
を
強
く
持
ち
あ
わ
せ
、

判
的
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
考
え
を
改
め
て
中
国
の
対
ソ
牽
制
の
役
割
を
認
め
て
い

っ
た
過
程
を
指
摘
し
た
上
で
、
国
交
正
常
化
を

政
策
と
し
て
推
し
進
め
る
上
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
し
、
同
時
に
中
国
も
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
扱
い
や
す
い
存
在
と
み
な

(9
)

（

10
)
 

し
て
い
た
と
議
論
す
る
。
ブ
レ

ッ
ク
・
ウ

ォ
ル
カ
ー
は
ヴ
ァ
ン
ス
の
役
割
を
再
評
価
し
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヒ
ル
ト
ン
は
カ
ー
タ
ー
の
国
際

秩
序
認
識
と
第
三
世
界
政
策
に
国
交
正
常
化
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
お
り
、
ま
た
地
元
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
に
対
す
る
中
華
民
国
政
府
の
エ

中
交
渉
の
決
着
を
好
意
的
に
解
釈
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。

ニ
ク
ソ
ン
、
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
中
国
へ
の
約
束
や
国
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ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
国
家
安
全
保
障
会
議
で
は
、

(11
)
 

作
へ
の
嫌
悪
感
も
指
摘
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、

な
お
、

ニ
ク
ソ
ン
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
中
国
政
府
の
会
談
記
録
の
分

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
戦
略
的
見
地
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、

ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
お
け
る
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

カ
ー
タ
ー
の
果
た
し
た
役

割
は
大
き
い
点
、
ま
た
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
及
び
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
果
た
し
た
役
割
も
ヴ
ァ
ン
ス
と
国
務
省
と
の
調
整
が
大
き
い
点
を
踏

カ
ー
タ
ー
大
統
領
図
書
館
を
は
じ
め
文
書
の
情
報
開
示
は
進
ん
で
お
り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
集

(
F
o
r
e
i
g
n
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 

(12
)
 

of t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 States) 
-,;J

「
カ
ー
タ
ー
政
権
第
一
三
巻
中
国
」
が
出
版
さ
れ
た
。
私
文
書
と
し
て
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
に
あ
る
ウ

ォ
ル
タ
ー
・
ル
ー
サ
ー
記
念
図
書
館
（
ウ
ェ
イ
ン
ズ
州
立
大
学
）
に
は

一
九
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
三
九
回
の
機
会
に
五
十
時
間
を
費
や

し
て
録
音
さ
れ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
と
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
の
対
話
形
式
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
保

(13) 

管
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
い
が
、
本
論
文
で
は
遺
族
の
許
可
を
得
て
、
そ
れ
を
利
用
す
る
。

①
中
国
政
策
の
再
検
討

政
権
発
足
か
ら
夏
ま
で
の
間
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
新
政
権
と
同
じ
よ
う
に
、

任
用
に
時
間
を
大
き
く
割
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
政
権
は
、

析
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
、
新
た
な
北
京
の
連
絡
事
務
所
長
と
し
て
、
全
米
自
動
車
労
働
組
合
会
長
だ
っ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
を
任
用
す
る
人
事
も
初
夏
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。

ま
え
、

カ
ー
タ
ー
政
権
初
期
の
対
中
ア
プ
ロ
ー
チ

カ
ー
タ
ー
政
権
も
政
策
の
レ
ビ
ュ
ー
と
政
府
高
官
の
新
規

マ
イ
ケ
ル
・
ア
マ
ー
コ
ス
ト
と
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
が
北
東
ア
ジ
ア
を
担
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当
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
対
中
関
係
に
モ
メ
ン
タ
ム
を
回
復
し
、

二
年
以
内
に
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー

に
繰
り
返
し
提
言
す
る
。
し
か
し
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
当
初
中
国
と
の
国
交
正
常
化
に
関
心
が
薄
く
、
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
「
教
育
係
」

(14
)
 

と
し
て
そ
の
説
得
に
半
年
を
要
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。

オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
ら
は
、
毛
沢
東
ら
第
一
世
代
か
ら
の
権
力
移
行
を
収
束
さ
せ
た
中
国
が
対
ソ
接
近
に
踏
み
切
る
こ
と
を
署
戒
し
、
そ

(15
)
 

れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
米
中
関
係
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た

。
米
ソ
関
係
に
ば
か
り
大
統
領
の
関
心
が
与
え
ら
れ
て
い
る
状
況
は

「
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
」
お
り
、
中
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
連
絡
事
務
所
長
と
の
会
談
を
至
急
設
定
す
る
こ
と
、
中
国
政
策
に
関
す
る
省
庁
横
断

(16
)
 

の
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

二
月
初
旬
、

(17
)
 

カ
ー
タ
ー
は
黄
鎮
所
長
と
初
め
て
会
談
す
る
。
会
談
準
備
資
料
に
は
、
こ
の
会
談
は
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
基
礎
に
し
た
国

交
正
常
化
が
引
き
続
き
ゴ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
十
分
と
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
米
中
両
政
府
の
朝
鮮
半
島
、
第
三
世
界

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
り
、
ま
た
対
ソ
封
じ
込
め
の
強
化
を
求
め
る
中
国
は
ア
メ
リ
カ
の
デ
タ
ン
ト
政
策
、
対
ソ
軍
縮
交
渉
に
懸
念
を

強
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
(18
)
 

な
い
と
の
方
針
と
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
世
界
か
ら
撤
退
し
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
つ
つ
、
機
微
な
台
湾
問
題
で
は
詳
細
に
触
れ

カ
ー
タ
ー
政
権
は
依
然
と
し
て
中
国
政
策
の
考
え
方
を
固
め
き
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
共
和
党
政
権
が
中
国
と
い
か
な
る
交
渉
を

し
、
約
束
を
し
て
き
た
の
か
、
記
録
を
確
認
し
て
い
る
段
階
に
あ
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
五
月
ま
で
に
前
政
権
の
記
録
精
査
を
終
え

(19
)
 

た
が
、
前
政
権
が
口
頭
で
中
国
最
高
指
導
者
に
与
え
た
五
項
目
の
約
束
事
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る
。
カ
ー
タ
ー
は
ニ
ク
ソ

ン

・
キ
ッ
シ

(20
)
 

ン
ジ
ャ
ー
外
交
が
中
国
に
譲
歩
を
重
ね
す
ぎ
た
点
に
率
直
に
不
満
を
示
し
て
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
中
国
政
策
、

ア
ジ
ア
政
策
の
検
討
を
徐
々
に
進
め
て
い
く
。
ア
マ
ー
コ
ス
ト
は
、
中
国
も
米
中
関
係
を
戦
略
的
に

捉
え
て
い
る
と
判
断
し
て
い
た
。
中
国
は
日
本
の
核
武
装
、
領
土
的
野
心
に
恐
れ
を
持
っ
て
お
り
、

ソ
連
の
東
ア
ジ
ア
ヘ
の
関
与
を
嫌
う
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た
め
、

ア
メ
リ
カ
の
同
盟
を
支
持
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
次
の
大
統
領
選
挙
へ
の
動
き
が
あ
る
前
、
七
八
年
ま
で
に
国
交
正
常
化
を
実
現

す
る
た
め
、
今
後
半
年
以
内
に
米
高
官
が
北
京
を
訪
問
す
べ
き
で
あ
り
、

「
こ
の
よ
う
な
動
き
は
中
ソ
関
係
の
重
要
な
改
善
の
可
能
性
を

低
め
る
こ
と
に
な
る
。
」
国
交
正
常
化
交
渉
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
台
湾
の
安
全
、
日
本
と
の
政
治
関
係
、
国
内
政
治
へ
の
配
慮
と
台
湾
の

ソ
連
接
近
へ
の
警
戒
が
欠
か
せ
な
い
と
し
て
い
る
も
の
の
、
中
ソ
分
断
の
固
定
化
に
よ
る
有
利
な
地
位
の
維
持
と
い
う
三
角
外
交
の
観
点

(21
)
 

を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
。

オ
ク
セ
ン
バ

ー
グ
は
、
中
国
の
軍
備
増
強
と
い
う
観
点
か
ら
も
米
中
関
係
の
打
開
を
重
要
視
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
今
後
三
、
四
年
で

台
湾
海
峡
の
緊
張
は
深
刻
に
高
ま
る
た
め
、
米
中
関
係
が
モ
メ
ン
タ
ム
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
地
域
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
と
考
え
て
い

(22
)
 

こ
。台

湾
問
題
を
解
決
す
る
条
件
も
徐
々
に
探
ら
れ
て
い
る
。
断
交
後
の
対
台
湾
武
器
売
却
の
容
認
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
台
湾
問
題

の
平
和
的
解
決
へ
の
希
望
の
宣
言
に
中
国
が
公
に
異
を
唱
え
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
て
中
国
の
正
常
化
へ
の
意
図
を
図
る
べ
き
と
の
考
え

(24
)
 

こ
。

-23
)
 

も
あ
れ
ば
、
台
湾
海
峡
に
お
け
る
武
力
不
行
使
の
暗
黙
で
の
保
障
を
条
件
と
し
て
求
め
る
考
え
も
あ

っ
t

四
月
、
国
務
省
は
ヴ
ァ
ン
ス
に
よ
る
訪
中
の
意
志
を
中
国
政
府
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
ヴ
ァ
ン
ス
か
ら
カ
ー
タ
ー
に
国
交
正
常

化
に
関
す
る
検
討
成
果
が
送
付
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
回
顧
録
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
は

「中
ソ
対
立
の
継
続
は

明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
的
利
益
」
で
あ
り
、
対
中
関
係
を
良
好
に
す
る
こ
と
が
米
中
ソ
関
係
で
有
利
な
立
ち
位
置
を
獲
得
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
論
じ
た
。

し
か
し
、
国
交
正
常
化
に
つ
い
て
は
慎
重
姿
勢
も
み
え
る
。
そ
の
戦
略
的
価
値
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
が
台
湾
と
の
関
係
を
犠
牲
に
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
望
ま
し
く
な
く
、
ま
た
交
渉
終
結
の
期
限
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
。
台
湾
に
は
断
交
後
も
武
器
売
却
を
維
持

(25
)
 

し
、
さ
ら
に
核
開
発
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
政
府
レ
ベ
ル
で
の
関
係
維
持
が
望
ま
し
い
。



(356) 神奈川法学第47巻第3号 2014年 74 

と
い
う
点
だ
。

六
月
中
旬
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
か
ら
カ
ー
タ
ー
に
提
出
さ
れ
た
「
対
中
関
係
の
改
善
へ
の
方
策
」
と
い
う
メ
モ
に
は
カ
ー
タ
ー
の
詳
細

な
コ
メ
ン
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
米
中
関
係
を
外
交
、
戦
略
、
商
業
、
技
術
、
文
化
の
五
つ
の
側
面
に
分
け
、
ま
た
そ
れ
ら
の
相
互
連
関
に
配
慮
し
て
進

め
る
べ
き
と
し
た
。
国
交
正
常
化
と
対
ソ
政
策
の
連
関
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
「
も
し
我
々
が
優
柔
不
断
さ
や
弱
気
な
と
こ
ろ
を
み
せ
て

し
ま
え
ば
、
中
国
は
台
湾
問
題
で
柔
軟
に
な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
。
他
方
で
台
湾
問
題
を
き

っ
か
け
に
外
交
関
係
が
進
展
す
れ
ば
、
商

業
、
技
術
の
面
で
の
関
係
が
進
み
、
そ
れ
は
戦
略
協
力
に
大
き
く
碑
益
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
（
必
ず
し
も
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
と
し
て
も
）
台
湾
問
題
を
最
初
に
持
ち
出
す
こ
と
こ
そ
適
切
な
順
序
」
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
後
一
年
半
か
ら
二
年
で
の
国
交
正

常
化
の
達
成
を
目
指
す
た
め
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
破
棄
、
駐
台
米
軍
の
完
全
撤
退
、
中
華
民
国
と
の
断
交
を
行
い
、
断
交
後
の
対
台

湾
武
器
売
却
、
経
済
文
化
関
係
の
維
持
、
両
岸
問
題
の
平
和
的
解
決
へ
の
関
心
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
と
し
た
。

コ
メ
ン
ト
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
カ
ー
タ
ー
は
こ
の
時
点
で
武
器
売
却
を
通
じ
た
安
全
保
障
協
力
の
維
持
に
関
心
を
寄
せ
て
お

り
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
一
方
的
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
て
は
な
ら
ず
、
「
対
等
な
立
場
」
で
交
渉
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た

す
る
。

中
国
が
応
じ
な
け
れ
ば
待
ち
の
姿
勢
で
臨
む
べ
き
と
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
オ
ク
セ
ン
バ

ー
グ
ら
に
不
満
を
残
す
内
容
だ

っ
た
。
し
か

(26
)
 

し
、
待
ち
の
姿
勢
は
カ
ー
タ
ー
に
も
通
じ
て
い
た
。

②
国
務
長
官
訪
中
へ
の
準
備
過
程

国
務
長
官
の
訪
中
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
定
ま

っ
た
こ
と
で
、
政
権
内
で
は
対
中
関
係
の
条
件
、
進
め
方
に
つ
い
て
議
論
が
加
速
化
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さ
ら
に
、
台
湾
問
題
の
平
和
的
解
決
で
も
、
カ
ー
タ
ー
は
指
示
を
出
し
て
い
る
。
文
書
は
三
つ
の
方
式
を
提
示
し
た
。
幻
中
国
政
府
に

よ
る
武
力
行
使
せ
ず
と
の
声
明
を
求
め
る
、
ぃ
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
求
め
る
声
明
に
対
し
て
中
国
政
府
の
黙
認
を
求
め

る
、
中
国
政
府
が
拒
絶
す
れ
ば
交
渉
を
中
断
す
る
、
〇
中
国
政
府
を
承
認
し
た
後
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
平
和
的
解
決
へ
の
関
心
を
声
明
す

る
が
、
そ
れ
を
中
国
政
府
が
批
判
し
な
い
よ
う
に
信
じ
る

（波
線
部
、
原
文
で
は
イ
タ
リ

ッ
ク
）。

カ
ー
タ
ー
は
「
い
が
最
低
限
」
と
の
コ

(27
)
 

メ
ン
ト
を
伏
し
た
。

相
互
防
衛
条
約
の
破
棄
と
の
文
書
の
表
現
に
、

中
華
民
国
と
の
政
府
レ
ベ
ル
で
の
関
係
維
持
に
つ
い
て
、
こ
の
文
書
や
コ
メ
ン
ト
で
は
具
体
的
な
議
論
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
米
華

(28) 

カ
ー
タ
ー
は
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い
な
い

。

こ
の
文
書
で
は
さ
ら
に
、
対
ソ
牽
制
を
強
く
意
識
し
た
戦
略
協
力
の
た
め
中
国
へ
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
提
供
や
兵
器
及
び
関
連
技

術
の
提
供
も
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

カ
ー
タ
ー
は
時
期
尚
早
と
一
蹴
し
て
い
る
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
大
統
領
検
討
文
書

(
P
R
M
)
二
四
に
つ
い
て
検
討
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
国
防
長
官
は
、
「
対
中
関
係

を
進
め
る
こ
と
が
中
ソ
デ
タ
ン
ト
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
々
の
得
る
も
の
は
大
き
い
」
と
論
じ
た
が
、
ホ
ル
ブ
ル

ッ
ク
国
務
次
官
補
も
米
中
ソ
関
係
の
構
造
は
不
安
定
だ
が
米
中
関
係
の
強
化
が
望
ま
し
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
。

続
い
て
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
も

「
中
ソ
関
係
よ
り
も
質
的
に
高
い
米
中
関
係
を
維
持
」
し
、
中
国
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
力
の
場
に
引
き
ず
り

出
す
こ
と
を
戦
略
目
標
に
す
べ
き
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
会
議
で
は
正
常
化
交
渉
を
議
会
と
ど
の
よ
う
に
す
り
合
わ
せ
る
べ
き
か
ヴ
ァ
ン

ス
が
質
問
を
し
て
い
る
が
、

パ
ナ
マ
問
題
の
た
め
七
七
年
度
中
は
難
し
い
と
の
見
通
し
が
ア
ー
ロ
ン
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
副
補
佐

官
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
と
の
国
交
正
常
化
へ
の
決
意
を
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
で
示
す
こ
と
の
重
要
性
は
、
こ
の
会
議
で
も

(29
)
 

満
場

一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

七
月
末
の
会
議
で
、
政
権
と
し
て
の
方
針
は
完
全
に
固
め
ら
れ
た
。
カ
ー
タ
ー
が
最
初
に
出
席
者
に
投
げ
か
け
た
質
問
は
、
「
国
交
正
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て
い
る
。

こ
の
会
議
の
内
容
は
、
訪
中
直
前
に
改
め
て
カ
ー
タ
ー
か
ら
ヴ
ァ
ン
ス
に
書
簡
の
形
で
届
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
訪
中
の
目

標
は
「
正
常
化
交
渉
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
取
り
戻
す
こ
と
」
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
対
ソ
関
係
で
決
し
て
妥
協
し
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
、

そ
の
う
え
で
米
中
が
互
い
の
利
益
の
た
め
に
協
力
で
き
る
課
題
を
朝
鮮
半
島
、

台
湾
問
題
に
関
す
る
指
示
は
、
「
柔
軟
性
を
引
き
出
せ
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
平
和
的
解
決
を
期
待
す
る
ア
メ
リ
カ
の

声
明
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
発
言
を
中
国
政
府
が
し
な
い
と
の
保
障
を
取
り
付
け
る
こ
と
、
武
器
売
却
に
つ
い
て
も
理
解
を
取
り
付
け
る
こ

と
を
条
件
に
挙
げ
て
い
る
。
断
交
後
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
機
関
を
残
す
よ
う
主
張
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
簡
で
も
触
れ
ら

(32) 

れ
て
い
な
い
。

は
出
て
い
な
い
。

常
化
を
世
界
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の
か
」
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ァ
ン
ス

は
、
「
好
ま
し
い
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
日
本
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
。

い
だ
ろ
う
が
、

ア
メ
リ
カ
の
交
渉
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
強
化
さ
れ
る
。
中
国
に
武
器
の
売
却
を
し
な
い
限
り
、
対
米
交
渉
に
価
値
を
見
い
だ
す

だ
ろ
う
。
（
略
）
韓
国
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト

（二
律
背
反
）
だ
」
と
答
え
る
。
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
か
ら
五
年
が
経
過
し
米
中
の
国
交
正
常
化
が

す
で
に
近
い
将
来
に
起
こ
り
得
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
多
く
の
国
家
が
中
国
を

「―

つ
の
中
国
」
原
則
に
従

っ
て
承
認
し
て

(30) 

い
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
会
議
で
は
、

ソ
連
も
そ
れ
に
驚
か
な

(31) 

カ
ー
タ
ー
が
具
体
的
な
指
示
を
多
く
決
め
て
い
る
。
正
常
化
交
渉
を
始
め
る
だ
け
で
な
く
、
台
湾
へ
の
武
器
売
却
に

つ
い
て
も
明
確
に
議
論
す
る
こ
と
を
求
め
、
渋
る
ヴ
ァ
ン
ス
に
米
中
共
同
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
の
原
案
を
持
参
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
な
お
台

湾
に
ア
メ
リ
カ
の
政
府
機
関
を
残
す
か
ど
う
か
カ
ー
タ
ー
は
質
問
し
、
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
は
残
す
べ
き
と
主
張
し
た
が
、
議
事
録
で
は
結
論

ア
フ
リ
カ
、
東
南
・
南
ア
ジ
ア
で
模
索
す
る
こ
と
を
求
め
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た
に
す
ぎ
な
い
。

米
中
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
原
案
は
、

グ
草
案
は
、
そ
の
「
―
つ
の
中
国
」
に
関
す
る
箇
所
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
た
。「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が

中
国
の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る

厄
介
な
た
め
」
と
し
て
、
「
受
け
入
れ
る
」
を
「
認
識
す
る

(
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
)
」
に
修
正
し
、
ま
た

「台
湾
は
中
国
の
一
部
」
と
の
箇
所
を

(33
)
 

削
除
し
て
い
る
。

八
月
中
旬
の
草
案
は
、
後
段
の
表
現
は

「認
識
す
る
」
に
修
正
さ
れ
て
い
た
が
、
「
台
湾
は
中
国
の

一
部
」
と
の
表
現
は
残
っ
て
い
た
。

今
回
は
こ
の
表
現
に
ヴ
ァ
ン
ス
が
削
除
し
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
を
述
べ
た
が
、
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
、
グ
レ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
、
オ
ク
セ
ン
バ

(34
)
 

ー
グ
の
三
名
は
、
こ
の
箇
所
は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
期
か
ら
踏
襲
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
維
持
す
べ
き
と
強
硬
に
反
対
し
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ス
は
、

一
ヶ
月
以
上
の
時
間
を
か
け
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
七
月
中
旬
の
オ
ク
セ
ン
バ
ー

(
r
e
c
o
g
n
i
z
e
)
。

(
a
c
c
e
p
t
)
」。

こ
れ
に
対
し
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
、
「
言
葉
の
重
複
＋
問
題
が

カ
ー
タ
ー
政
権
に
ヴ

ァ
ン
ス
訪
中
で
対
中
関
係
を
前
進
さ
せ
る
意
志
は
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
過
程
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
中
国
は
た
だ
―
つ
で
あ
り
、
台
湾
は

カ
ー
タ
ー
の
指
示
に
よ
り
、
正
常
化
交
渉
の
入
り
口
と
し
て
ヴ
ァ
ン
ス
訪

中
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
ロ
ス
は
、
対
中
関
係
の
戦
略
的
意
義
を
主
張
し
て
い
た
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
孤
立

(36
)
 

し
て
い
た
と
す
る
が
、
こ
れ
も
正
確
で
は
な
い
。
中
ソ
対
立
を
継
続
さ
せ
、
両
国
に
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
よ
う
と
す
る
考
え
は
政
策

決
定
者
た
ち
に
広
く
見
ら
れ
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
ソ
連
へ
の
強
硬
姿
勢
の
た
め
に
米
中
関
係
を
位
置
づ
け
る
そ
の

一
点
が
際
立
っ
て
い

③
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中

八
月
二

0
日
、
ヴ
ァ
ン
ス
を
団
長
と
す
る
訪
中
団
は
ワ
シ
ン
ト
ン
を
出
発
、
翌
ニ

一
日
に
北
京
に
到
着
し
、
二
六
日
の
帰
国
日
ま
で
中

中
国
の

一
部
で
あ
る
と
の
中
国
人
の
立
場
を
受
け
入
れ
る

(359) 
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国
政
府
と
の
交
渉
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
。
二
ニ
日
、

二
三
日
は
合
計
五
時
間
に
も
わ
た
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
立
場
を
ヴ
ァ
ン
ス
が
黄
華

外
交
部
長
に
一
方
的
に
説
明
す
る
。
そ
の
内
容
の
大
半
は
同
盟
戦
略

(
N
A
T
O
お
よ
び
日
本
）
、
対
ソ
政
策
、
中
東
か
ら
第
三
世
界
へ
の

政
策
と
い
っ
た
冷
戦
戦
略
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
二
三
日
終
盤
に
、
国
交
正
常
化
の
条
件
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
に
入
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、
中
国
政
府
が
繰
り
返
し
求
め
て
い
る
三
条
件
（
中
華
民
国
と
の
断
交
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
破
棄
、
駐
台
米
軍
の
完
全
撤
収
）

を
受
け
入
れ
る
と
表
明
し
た
上
で
、
以
下
の
三
点
を
強
調
す
る
も
の
だ
っ
た
。

i
 

第
一
に
、

「
民
間
機
関
に
よ
る
方
式
を
ア
メ
リ
カ
政
府
は
全
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い

た
め
、
「
ア
メ
リ
カ
政
府
の
職
員
が
台
湾
に
非
公
式
の
方
式
で
残
る
こ
と
が
必
要
だ
」
。
そ
れ
は
外
交
上
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
国
旗
も
政
府
機
関
と
し
て
の
看
板
も
掲
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
ヴ
ァ
ン
ス
は
、

「
マ
キ
シ
マ
ム
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
も
呼
ば

れ
る
、
断
交
後
の
台
湾
と
の
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
維
持
と
い
う
条
件
を
持
ち
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う

に
、
こ
の
点
に
関
し
て
明
確
な
結
論
は
事
前
に
大
統
領
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
務
省
は
従
来
の
立
場
で
も
あ
る

(37
)
 

た
め
、
こ
の
最
大
値
か
ら
交
渉
を
は
じ
め
よ
う
と
し
た
と
推
測
で
き
る
。

第
二
に
、

ア
メ
リ
カ
の
台
湾
に
対
す
る
安
全
保
障
関
係
に
お
い
て
、
兵
員
数
、
戦
闘
部
隊
、
軍
事
援
助
、
合
同
訓
練
、
武
器
購
入
の
た

め
の
借
款
、
お
よ
び
武
器
売
却
は
削
減
さ
れ
て
き
た
。
米
華
相
互
防
衛
条
約
が
失
効
し
た
後
は
、
「
ア
メ
リ
カ
軍
施
設
、
顧
問
団
お
よ
び
他

の
軍
事
力
は
す
べ
て
撤
収
さ
れ
、
す
べ
て
の
ロ
ー
ン
も
行
わ
れ
な
く
な
る
。
」
こ
れ
は
カ
ー
タ
ー
よ
り
指
示
さ
れ
て
い
た

「
丸
め
た
表
現
」

で
あ
り
、
武
器
売
却
の
継
続
を
暗
に
伝
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
失
効
後
に
行
わ
れ
な
い
行
動
か
ら
武
器
売
却
（
お
よ
び
合

同
訓
練
）
を
外
し
、
そ
れ
ら
の
継
続
を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
。

第
一
一
一
に
、
ア
メ
リ
カ
は
議
会
と
国
民
を
説
得
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
「
平
和
的
解
決
」
へ
の
期
待
を
表
明
す
る
が
、
「
中
国
政

(38
)
 

府
は
そ
れ
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
声
明
、
ま
た
軍
事
力
に
よ
る
解
放
を
強
調
し
た
声
明
を
発
出
し
な
い
」
こ
と
に
合
意
し
て
欲
し
い
。

（
波
線
部
、
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
）」
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し
か
し
、
部
小
平
は
最
後
に
、
中
国
に
は
依
然
と
し
て
忍
耐
の
余
地
が
あ
る
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
側
に
今
後
の
交
渉

へ
の
期
待
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
華
国
鋒
国
家
主
席
と
の
会
談
を
終
え
た
あ
と
に
ヴ
ァ
ン
ス
か
ら
カ
ー
タ
ー
に
送
ら
れ
た
公
電

も
、
華
か
ら
「
米
中
両
国
は
前
進
す
べ
き
」
と
の
言
質
を
得
て
国
交
正
常
化
問
題
は
「
こ
れ
ま
で
同
様
に
生
き
て
い
る
」
、
交
渉
の
道
は
開

(39) 

か
れ
た
の
で
あ
り
、
「
ど
の
よ
う
に
進
め
た
い
か
」
考
え
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
、
と
報
告
す
る
も
の
だ
っ
た
。

関
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
提
案
を
完
全
に
否
定
し
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
提
案
に
つ
い
て
、
翌
二
四
日
午
前
に
は
黄
華
か
ら
、
午
後
に
は
部
小
平
か
ら
返
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。

黄
華
の
返
答
は
、
「
台
湾
は
中
国
の
聖
な
る
領
土
で
あ
る
」
と
い
う
大
仰
な
言
い
方
か
ら
始
ま
る
も
の
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
中
国
内

戦
に
干
渉
し
、
そ
し
て
台
湾
の
蒋
介
石
、
蒋
経
国
政
権
を
支
援
す
る
こ
と
で
「
二
つ
の
大
き
な
負
債
」
を
中
国
と
中
国
人
民
に
負
っ
て
い

る
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
ス
が
提
案
し
た
内
容
は
中
国
が
重
ね
て
主
張
し
て
き
た
三
条
件
を
み
た
す
も
の
で
は
全
く
な
く
、

「
ア
メ
リ
カ
が
引

き
続
き
中
国
の
内
政
に
干
渉
し
た
い
と
の
印
象
」
を
残
す
も
の
だ
。
「
ア
メ
リ
カ
は
依
然
と
し
て
台
湾
を
必
要
と
し
て
い
る
」
よ
う
だ
、
と

今
後
の
交
渉
に
余
地
を
感
じ
さ
せ
な
い
言
葉
で
、
そ
の
発
言
を
締
め
く
く
つ
て
い
る
。

部
小
平
の
返
答
は
、
黄
華
よ
り
も
は
る
か
に
長
い
時
間
を
使
う
も
の
と
な
っ
た
。
部
は
、
ヴ
ァ
ン
ス
の
提
案
は
フ
ォ
ー
ド
政
権
ま
で
の

ア
メ
リ
カ
政
府
の
提
案
か
ら
の

「後
退
」
に
す
ぎ
ず
、
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
従
っ
た
正
常
化
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
「
ア
メ
リ
カ

が
決
心
を
固
め
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
断
じ
た
。
「
日
本
方
式
」
の
み
が
受
け
入
れ
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
す
ら
も
中
国
に
と
っ
て
は
譲
歩

で
あ
る
。
「
扉
に
看
板
の
な
い
大
使
館
が
必
要
」
と
い
う
立
場
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ま
た
台
湾
解
放
が
平
和
的
に
行
わ
れ
る
か

ど
う
か
は
中
国
人
が
決
め
る
べ
き
内
政
問
題
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
発
言
は
、
ヴ
ァ
ン
ス
が
言
外
に
示
唆
し
た
武
器
売
却
の
継
続
に
つ
い
て
直
接
に
非
難
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
意
図

を
中
国
側
が
理
解
し
た
こ
と
も
示
し
て
い
な
い
が
、
平
和
的
解
決
に
関
す
る
声
明
の
方
法
と
米
台
の
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
維
持
の
二
点
に
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ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ン
タ
ム
は
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

部
小
平
の
言
葉
を
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
も
前
進
と
評
価
し
て
い
た
。
台
湾
問
題
に
つ
い
て
力
に
よ
る
解
決
を
排
除
し
な
い
も
の
の
平
和
的

解
決
を
模
索
す
る
用
意
が
あ
る
と
の
発
言
は
、
「
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、

の
中
国
政
府
の
姿
勢
に
つ
い
て
交
渉
の
余
地
が
あ
る
と
カ
ー
タ
ー
に
伝
え
て
い
る
。「
国
旗
の
な
い
大
使
館
」
へ
の
反
対
は
、
ア
メ
リ
カ
側

が
柔
軟
性
を
示
し
て
交
渉
を
進
め
る
余
地
を
生
み
、
武
器
輸
出
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
が
な
か
っ
た
こ
と
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
長
い
道

の
り
に
な
る
だ
ろ
う
が
「
交
渉
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、

(40
)
 

る
」
と
締
め
く
く
つ
て
い
る
。

タ
イ
ミ
ン
グ
と
台
湾
問
題
の
条
件
に
つ
い
て
、
中
国
側
は
柔
軟
性
を
感
じ
さ
せ

な
お
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
回
顧
録
で
、
「
会
談
の
結
果
は
両
者
に
失
望
を
残
す
も
の
だ
っ
た
（
略
）
我
々
は
中
国
側
が
十
分
に
柔
軟
で

(41
)
 

は
な
い
と
感
じ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
自
ら
の
報
告
と
食
い
違
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
を
発
っ
た
ヴ
ァ
ン
ス
は
す
ぐ
に
落
胆
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
の
リ
ー
ク
に
基
づ
い
た
ボ
ス
ト

(42
)
 

ン

・
ヘ
ラ
ル
ド
紙
の
記
事
が
、
米
中
交
渉
に
お
い
て
中
国
側
に
柔
軟
性
が
あ
り
、
進
展
が
み
ら
れ
た
と
報
じ
た
の
だ
。
台
湾
問
題
に
関
し

て
妥
協
を
し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な
い
報
道
は
、
中
国
の
最
高
指
導
者
に
と
っ
て
も
極
め
て
難
し
い
政
治
問
題
と
な
る
。
事
実
、
部

小
平
は
ア
メ
リ
カ
報
道
各
社
の
幹
部
を
集
め
た
会
議
で
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
に
成
果
は
な
か
っ
た
と
厳
し
い
批
判
を
行
い
、
米
中
関
係
の
モ
メ

こ
の
記
事
の
リ
ー
ク
元
は
、

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
国
家
安
全
保
障
会
議
職
員
に
機
密
公
電
の
内
容
を
説
明
し
た
場
に
居
合
わ
せ
た
サ
ミ

(43
)
 

ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
リ
ー
ク
が
誰
の
判
断
で
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
意
固
は
何
か
、

実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
中
国
政
府
に
柔
軟
性
が
あ
っ
た
と
の
内
容
が
記
事
に
な
れ
ば
、
中
国
を
極
め
て
刺
激
し
、
ヴ
ァ
ン

ス
訪
中
の
成
果
を
弱
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
強
め
る
こ
と
は
な
い
と
の
感
覚
は
、
当
時
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
勤
務
す
る
も
の
は
十
分
に
持

一
九
七
三
年
以
来
」
の
内
容
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
声
明
へ
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ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
が
「
失
敗
」
と
さ
れ
る
最
も
大
き
な
原
因
は
部
小
平
の
批
判
と
モ
メ
ン
タ
ム
の
喪
失
に
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
ス
11

部
小
平
会

談
の
内
容
か
ら
み
て
も
、
ヴ
ァ
ン
ス
の
提
案
し
た
条
件
は
交
渉
を
打
ち
切
る
ほ
ど
の
結
果
を
招
い
て
い
な
い
。
中
国
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の

対
ソ
政
策
を
見
極
め
る
過
程
の
中
に
あ
り
、
正
常
化
に
向
け
た
交
渉
を
継
続
し
つ
つ
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
も
、

パ
ナ
マ
問
題
で
連
邦
議
会
に
米
中
国
交
正
常
化
を
持
ち
込
む
余
裕
が
な
い
と
判
断
し
た
カ
ー
タ
ー
の
指
示
で
米
中
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
草

(44
)
 

案
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
交
渉
の
開
始
に
は
前
向
き
だ
っ
た
。
米
中
両
国
と
も
に
確
実
に
交
渉
の
入
り
口

に
立
と
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
と
こ
ろ
で
、
交
渉
の
窓
は
突
然
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

①
再
交
渉
の
模
索

ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
直
後
の
リ
ー
ク
報
道
に
反
応
し
た
部
小
平
の
「
激
昂
」
に
よ

っ
て
、
米
中
交
渉
は
棚
上
げ
の
状
態
に
お
か
れ
る
。

リ
カ
政
府
に
は
、

ア
メ

パ
ナ
マ
運
河
条
約
の
批
准
に
向
け
て
政
治
資
源
が
集
中
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
米
中
交
渉
を
早
急
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
は

オ
ク
セ
ン
バ

ー
グ
は
半
年
程
度
は
中
国
政
府
の
様
子
を
見
つ
つ
、
中
国
へ
の
技
術
供
与
や
駐
台
米
軍
の
削
減
、
米
華
軍
事
演
習
の
縮
小
、

(45
)
 

中
国
と

N
A
T
0
の
コ
ン
タ
ク
ト
作
り
な
ど
を
行
い
、
米
中
関
係
を
維
持
す
べ
き
と
提
案
し
て
い
る
。

技
術
顧
問
の
フ
ラ
ン
ク
・
プ
レ

ス
は、

中
国
が
長
く
希
望
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
民
生
技
術
の
供
与
は
関
係
改
善
の
た
め
に
有
用
な
手
段
と
み
な
さ
れ
た
。
大
統
領
科
学
・

コ
コ
ム
規
制
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で
石
油
探
査
関
連
技
術
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
輸
出
を
模
索
す

得
策
で
は
な
い
と
の
判
断
も
あ

っ
た
。

2

国
交
正
常
化
へ
の
意
志
固
め
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る
よ
う
に
進
言
し
、

(46
)
 

カ
ー
タ
ー
は
そ
れ
を
承
認
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
へ
の
軍
事
関
連
の
技
術
と
装
備
品
の
移
転
を
主
題
と
し
て
、

P
R
M
二
四
報
告
書
の
第
三
部
が
作
成
さ
れ
た
。
対
ソ
関

係
へ
の
悪
影
響
は
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
西
欧
諸
国
や
日
本
は
規
制
緩
和
に
前
向
き
で
あ
り
、
ま
た
中
国
も
そ
れ
ら
か
ら
の
兵
器
調
達
を

望
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
中
国
は
外
国
技
術
へ
の
依
存
に
消
極
的
で
も
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
が
技
術
分
野
で
の
協
力
を
米
中
関
係
で
活

(47) 

用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
補
完
的
な
役
割
に
留
ま
る
と
考
え
ら
れ
た
。
な
お
輿
味
深
い
こ
と
に
、
「
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
中
国
の
軍
事
的

脅
威
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
お
り
」
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
に
よ
っ
て
中
国
の
軍
事
能
力
が
改
善
し
て
も
、
そ
れ
は
台
湾
や
韓
国
へ
の
潜
在
的

(48) 

な
脅
威
を
構
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
に
留
ま
る
と
の
分
析
も
み
ら
れ
る
。

様
子
を
見
る
と
の
方
針
は
、
少
な
く
と
も
国
務
省
の
行
動
に
表
れ
て
い
る
。
九
月
末
に
国
連
総
会
に
あ
わ
せ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
実
現

し
た
ヴ
ァ

ン
ス
11

黄
華
会
談
は
、
戦
略
環
境
に
関
す
る
意
見
交
換
に
留
ま
り
、
と
く
に
正
常
化
に
関
し
て
交
渉
を
前
進
さ
せ
る
内
容
は
な

(49
)
 

か
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
黄
に
、
「
（
正
常
化
問
題
に
関
し
て
）
ア
メ
リ
カ
政
府
は
考
え
を
ま
と
め
き
れ
て
い
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
ウ

ッ
ド
コ

ッ
ク
を
通
じ
て
今
後
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
に
与
え
ら
れ
た
訓
令
は
、
断
交
後
の
台

(50
)
 

湾
と
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
を
維
持
す
る
と
の
立
場
を
撤
回
す
る
旨
、
中
国
政
府
に
伝
え
て
構
わ
な
い
と
い
う
内
容
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

慎
重
な
国
務
省
の
油
断
を
突
く
よ
う
に
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
自
ら
の
訪
中
を
強
く
希
望
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
中
国
政
府
か
ら
名

指
し
で
招
待
さ
れ
る
よ
う
に
、
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
に
根
回
し
を
指
示
す
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
タ
ー
政
権
で
の
正
常
化
は
難
し
い
と
す
る
中

国
政
府
関
係
者
に
面
会
し
た
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
、
打
開
策
と
し
て
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
招
聘
す
べ
き
で
あ
り
、
「
私
は
軽
々
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
い
う
人
間
で
は
な
い
」
と
、
正
式
な
提
案
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
た
。
数
日
後
、

(51
)
 

利
用
し
て
、
中
国
政
府
は
プ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
を
歓
迎
す
る
と
の
意
図
を
正
式
に
表
明
す
る
。

モ
ン
デ
ー
ル
副
大
統
領
と
の
会
談
を

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
訪
中
す
べ
き
か
否
か
。
ヴ
ァ
ン
ス

の
強
い
反
対
も
あ
り
、
こ
の
問
題
は
政
権
内
を
引
き
裂
く
対
立
を
作
り
出
し
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そ
の
う
え
で
、
以
下
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

(52) 
た
。
国
務
省
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
に
反
対
を
貫
き
、

ベ
ル
ク
ラ
ン
ト
農
務
長
官
、

(53) 

モ
ン
デ
ー
ル
な
ど
を
提
案
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン

は
中
国
と
戦
略
協
議
の
大
使
級
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
も
つ
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
た
め
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
を
そ
の
端
緒
と
み
な
し
、
支

(54
)
 

持
す
る
立
場
に
回
っ
た
。

政
権
高
官
た
ち
が
二
手
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
繰
り
返
し
上
申
す
る
な
か
で
、

カ
ー
タ
ー
の
苛
立
ち
は
募
る
。
パ
ナ
マ
運
河
条

約
（
第

一
条
約
）
が
上
院
に
て
批
准
さ
れ
た
三
月

一
六
日
、
つ
い

に
彼
は
決
断
し
、
手
書
き
の
メ

モ
を
モ
ン
デ
ー
ル
と
ヴ

ァ
ン
ス
に
送
っ

て
い
る
。
結
論
は
、
ヴ
ァ
ン
ス
を
ソ
連
に
送
り
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
中
国
に
送
る
こ
と
が
議
会
対
策
の
上
で
も
最
上
の
方
策
、
と
い
う

(55
)
 

も
の
だ
っ
た

。
モ
ン
デ
ー
ル
訪
中
で
カ
ー
タ
ー
を
説
得
で
き
た
と
信
じ
て
い
た
ヴ
ァ
ン
ス
に
と
っ
て
苦
々
し
い
内
容
だ
っ
た
に
違
い
な

(56
)
 そ

の
よ
う
な
権
力
闘
争
を
越
え
た
と
こ

ろ
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
オ
ク
セ

ン
バ

ー
グ
と
ア
マ

ー
コ

ス
ト
は
極
め
て
戦
略
的
に
ア
ジ
ア

政
策
を
組
み
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
三
月

一
六
日
の
直
前
に
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
幹
部
職
員
に
宛
て
た

「
ア
ジ
ア
政
策

の
再
調
整
に
関
す
る
提
言
」
は
、
対
中
国
交
正
常
化
、
在
韓
米
軍
撤
退
、

(57
)
 

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
落
と
し
込
も
う
と
し
て

い
る
。

日
米
関
係
、
台
湾
へ
の
武
器
売
却
を
冷
戦
戦
略
の
包
括
的
な
フ

報
告
書
の
基
調
に
は
、
「
ソ
連
が

（
ア
フ
リ
カ
と
い
う
）
南
方
に
向
か

っ
て
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
今
、
彼
ら
に
（
ア
ジ
ア
と
い
う
）

東
方
に
脆
弱
さ
が
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
カ
ー
タ
ー
政
権
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
威
信
は
低
下
し
て
お
り
、
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
達
す
る
前
に
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
現
状
認
識
が
あ
る
。

第

一
に、

（韓
国
関
係
の
政
治
資
金
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
り
）
国
防
力
強
化
の
た
め
の
新
規
立
法
に
議
会
で
の
支
持
が
十
分
に
得
ら
れ

る
見
込
み
は
な
く
、
在
韓
米
軍
撤
退
計
画
を
延
期
さ
せ
る
こ
と
で
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
の
懸
念
、

「
小
国
の
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
を
売
り
渡
す
」
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第
二
に
、
七
八
年
中
に
米
中
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
東
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
力
の
均
衡
を
崩
し
つ
つ
あ
る
ソ
連
に
対
す
る

「
効
果
的
な
カ
ー
ド
」
を
生
み
だ
し
、
国
内
の
保
守
派
か
ら
も
支
持
を
獲
得
す
る
。

第
三
に
、
台
湾
に
は
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
、

(58) 

を
再
保
障
を
す
る
。

第
四
に
、
日
本
に
は
国
交
正
常
化
の
意
志
を
事
前
に
伝
え
、
「
福
田
政
権
が
日
中
友
好
平
和
条
約
の
交
渉
を
加
速
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
極

東
に
お
け
る
ソ
連
の
孤
立
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
日
本
は
先
に
中
国
と
の
交
渉
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
満
足
す
る
だ
ろ
う

し
、
日
中
交
渉
の
妥
結
は
米
中
の
正
常
化
交
渉
に
も
好
ま
し
い
影
響
を
及
ぽ
す
に
違
い
な
い
。
」
国
交
正
常
化
に
伴
う
米
華
同
盟
の
終
了

は
、
最
早
ア
ジ
ア
の
同
盟
国
が
ア
メ
リ
カ
に
感
じ
る
侶
頼
性
に
痛
手
と
な
ら
な
い
と
の
認
識
が
、
こ
の
報
告
書
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。

第
五
に
、

ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
の
動
き
に
、

F
5
E
、
ま
た
ハ
ー
プ
ン
ミ
サ
イ
ル
も
売
却
し
、
国
府
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
親
台
派
に
安
全

S
A
L
T
交
渉
で
柔
軟
姿
勢
を
示
す
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

(59
)
 

燃
に
つ
な
げ
な
い
よ
う
に
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

ア
フ
リ
カ
で
の
対
立
を
冷
戦
の
再

具
体
的
な
手
順
と
し
て
、
今
後
三
ヶ
月
で
一
気
呵
成
に
事
態
を
進
展
さ
せ
中
間
選
挙
前
の
黄
華
訪
米
で
妥
結
に
も

っ
て
い
く
案
、

五
月

前
後
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
、
夏
の
ヴ
ァ
ン
ス
再
訪
中
を
踏
ま
え
、
中
間
選
挙
前
後
い
ず
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
交
渉
妥
結
に
す
る
か
、

(60) 

そ
の
進
展
に
併
せ
て
判
断
す
る
案
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。

四
月
上
旬
、

ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
、

ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、

ア
マ
ー
コ
ス
ト
、
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
の
連
名
文
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
視
点
は
、
対
中
国
交
正
常
化
は
対
ソ
政
策
の
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
在
翰
米
軍
撤
退
政
策
の
動
向
は
ア
メ
リ
カ
の
信
頼

性
に
大
き
く
関
わ
る
と
先
の
ア
マ
ー
コ
ス
ト
・
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
文
書
を
大
き
く
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
足
。

国
交
正
常
化
に
関
し
て
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
後
に
ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
が
北
京
で
開
始
す
る
交
渉
の
立
場
と
し
て
、
こ
の
文
書
は
以
下

と
の
保
守
派
の
批
判
を
か
わ
す
。
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ハ
ー
マ
ン
・
タ
ル
マ
ッ
ジ
、

ヘ
ン
リ
ー

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ら
民
主
党
上
院
議

の
点
を
挙
げ
る
。
①
中
国
側
の
三
条
件
を
満
た
す
。
②
断
交
後
の
台
湾
と
非
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
を
維
持
す
る
。
③
ア
メ
リ
カ
は
平
和
的

解
決
へ
の
関
心
を
声
明
し
、
中
国
は
そ
れ
に
異
を
唱
え
な
い
。
④
台
湾
の
核
開
発
計
画
を
引
き
続
き
阻
止
す
る
。
⑤
台
湾
へ
の
武
器
売
却

を
継
続
す
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
中
国
側
の
公
式
の
承
認
が
得
ら
れ
る
と
は
期
待
し
な
い
。
⑥
台
湾
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
会
に
立
法

を
求
め
る
。
⑦
中
国
の
最
高
指
導
者
の
訪
米
の
日
程
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
。

交
渉
を
進
め
る
た
め
の
補
助
手
段
と
し
て
、
駐
台
米
軍
削
減
、
フ
ラ
ン
ク
・
プ
レ
ス
大
統
領
科
学
顧
問
が
率
い
る
科
学
・
技
術
交
流
促

(62
)
 

進
を
目
指
し
た
使
節
団
派
遣
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
条
件
が
整
い
次
第
、
ヴ
ァ
ン
ス
が
再
訪
中
し
、
カ
ー
タ
ー
に
よ
る
国
交
正
常

化
の
宣
言
を
行
う
。
時
期
に
つ
い
て
は
中
間
選
挙
前
、
ま
た
選
挙
後
の
両
案
併
記
で
あ
る
が
、
選
挙
前
で
あ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
か

ら
の
撤
退
と
い
う
同
盟
国
の
不
信
を
煽
り
か
ね
な
い
と
慎
重
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
を
叩
き
台
に
し
て
、

退
（
六

0
0
0
名）

ア
ジ
ア
政
策
に
関
す
る
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
一
堂
に
会
し
た
会
議
が
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
在
輯
米
軍
撤
退
に
つ
い
て
多
く
の
議
事
録
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
オ
ク
セ
ン
バ

ー
グ
は
、
七
八
年
中
の
第

一
次
撤

は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
の
信
頼
性
に
関
わ
り
、
断
交
後
の
台
湾
に
対
す
る
約
束
の
信
頼
性
も
疑
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
訴
え
る
。
両
閣
僚
と
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
、
七
九
年
ま
で
第
一
次
撤
退
を
遅
ら
せ
る
（
す
で
に
半
数
の
撤

(63
)
 

退
は
完
了
し
て
い
る
）
と
の
案
を
支
持
す
る
。

国
交
正
常
化
に
関
し
て
、
中
間
選
挙
前
後
、
さ
ら
に
は
第
二
期
政
権
へ
の
繰
り
越
し
の
三
案
が
検
討
さ
れ
、
こ
の
会
議
で
結
論
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
カ
ー
タ
ー
と
モ
ン
デ
ー
ル
は
、

員
と
の
会
談
か
ら
、
対
中
国
交
正
常
化
は
保
守
派
に
も
理
解
が
広
が
っ
て
お
り
、
早
急
に
進
め
る
べ
き
と
の
考
え
に
傾
い
て
い
る
よ
う
だ

(64) 

と
解
説
し
て
い
る
。

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
前
、
国
交
正
常
化
に
関
し
て
の
大
統
領
決
定
は
、

五
月
一

0
日
に
ヴ
ァ
ン
ス
、

ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー



(368) 神奈川法学第47巻第3号 2014年 86 

の
連
名
で
カ
ー
タ
ー
に
提
出
さ
れ
た
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
。
断
交
後
の
対
台
湾
武
器
売
却
に
つ
い
て
中
国
政
府
が
合
意
す
る
か
は
依
然

と
し
て
不
明
と
こ
の
文
書
は
記
し
て
お
り
、
国
交
正
常
化
の
実
現
が
依
然
と
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
と
の
認
識
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

カ
ー
タ
ー
は
、
ま
ず
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
し
て
、
政
権
第
二
期
へ
の
繰
り
越
し
を
許
さ
ず
、
中
間
選
挙
の
前
後
に
な
る
か
は
中
国
次
第
で

さ
な
い
と
の
「
確
実
な
約
束
を
中
国
政
府
か
ら
」
取
り
付
け
る
よ
う
に
、

よ
い
が
、
中
間
選
挙
後
が
好
ま
し
い
と
の
考
え
を
伝
え
た
。
ま
た
平
和
的
解
決
に
期
待
を
示
す
ア
メ
リ
カ
の
声
明
に
矛
盾
し
た
声
明
を
だ

(65
)
 

カ
ー
タ
ー
は
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
北
京
の
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
前
の
こ
の
時
期
に
ユ
ニ
ー
ク
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
彼
自
身
の

説
明
に
よ
れ
ば
、
平
和
的
解
決
に
つ
い
て
中
国
の
保
障
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
主
権
に
関
わ
る
た
め
難
し
く
、
大
統
領
は
そ
の
権
限
の
み

で
、
中
国
を
承
認
す
る
一
方
で
断
交
後
の
台
湾
の
人
々
と
の
武
器
売
買
を
含
む
関
係
を
維
持
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
、
こ
れ
を
「
ウ

ッ
ド
コ

ッ
ク
方
式
」
と
呼
ん
で
い
た
。
平
和
的
解
決
に
関
し
て
中
国
と
の
交
渉
を
諦
め
、

他
方
で
台
湾
へ
の
武
器
売
却
に
つ
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の

一
方
的
な
行
動
で
行
う
（
議
会
の
承
認
は
得
る
も
の
の
前
提
で
は
無
い
）
も
の
と
解
釈
す
る
と
、
従
来
の
政
府
の
立
場
よ
り
も
対
中
交
渉

(66
)
 

の
議
題
も
議
会
と
の
事
前
調
整
も
削
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
的
だ
。

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
こ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
早
期
の
対
中
国
交
正
常
化
の
必
要
を
、
北
京
や
一
時
帰
国
し
た
ア
メ
リ
カ
で
広
く
話
し
て

お
り
、
そ
の
リ
ス
ト
に
は
保
守
派
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
大
物
、
ま
た
ル
ー
マ
ニ
ア
、

含
ま
れ
て
い
る
。
大
使
へ
の
発
言
は
中
国
政
府
に
伝
聞
さ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
が
、

定
的
な
考
え
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
に
対
し
て
中
国
政
府
か
ら
否

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
さ
ら
に
、
七
八
年

一
月
に
全
米
自
動
車
労
働
組
合

(
U
A
W
)
総
会
で
演
説
し
、
中
華
民
国
が
中
国
全
体
を
代
表
し

(67
)
 

て
い
る
と
い
う
現
状
は
「
愚
か
な
も
の
」
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
安
定
を
実
現
す
る
た
め
に
も
国
交
正
常
化
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。
ヴ
ァ

ン
ス
は
激
怒
し
た
が
、
面
会
し
た
カ
ー
タ
ー
は
「
私
も
全
く
同
じ
意
見
だ
」
と
返
し
、
大
統
領
選
の
予
備
選
挙
前
に
は
事
を
進
め
る
こ
と

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
駐
中
国
大
使
も
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に
合
意
し
た
と
い
う
。
カ
ー
タ
ー
と
ウ

ッ
ド
コ

ッ
ク
は
極
め
て
強
い
信
頼
関
係
を
保

っ
て
お
り
、

(68) 

与
え
た
可
能
性
は
高
い
。

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
直
前
、
オ
ク
セ
ン
バ

ー
ク
は
「
ス
コ

ー
プ
・
ペ

ー
パ
ー
」
と
題
す
る
資
料
を
準
備
し
て
い
る
。
ニ
ク
ソ
ン

・
キ

ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
が
途
中
よ
り
頓
挫
し
た
背
景
は
両
国
の
対
ソ
姿
勢
の
違
い
に
あ

っ
た
と
の
解
釈
を
踏
ま
え
、
こ
の
文
書
は
冒
頭
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
一

九
七
―
―
正
'
[
秋
]

カ
ー
タ
ー
の
判
断
に
何
ら
か
の
影
響
を

の
訪
中
以
降
‘

[
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
の
]
訪
中
前
に
ア
メ
リ
カ
の
弱
さ
、

ソ
連
と
の
合
意
の

模
索
を
示
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
が
起
き
て
き
た
」
。
今
回
の
訪
中
で
は
、
反
ソ
で
あ
る
と
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
評
判
を
利
用
し

つ

つ
、
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
以
来
全
く
得
ら
れ
て
い
な
い
信
頼
を
中
国
か
ら
獲
得
す
る
た
め
、
ア
フ
リ
カ
の
角
、
米
ソ
核
軍
縮
交
渉

(
S
A
L
T
)、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ザ
イ
ー
ル
等
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
説
明
し
、
さ
ら
に
中
国
に
ソ
マ
リ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、

(69) 

役
割
拡
大
を
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ナ
ミ
ビ

ア
で
の

台
湾
問
題
で
は
控
え
め
な
書
き
ぶ
り
と
な

っ
て
い
る
。
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
あ
る

「
中
国
は
た
だ
―
つ
で
あ
り
、
台
湾
は
中
国
の

一
部

分
」
と
の
原
則
を
ア
メ
リ
カ
政
府
が
認
識
す
る
こ
と
を
中
国
側
の

「最
低
限
の
」
条
件
と
説
明
し
た
上
で
、
そ
れ
以
上
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
。
今
回
の
訪
中
で
中
国
政
府
は
「
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
正
常
化
に
関
し
て
重
大
な
提
案
を
す
る
と
は
期
待
し

(70
)
 

て
お
ら
ず
」、

「
正
常
化
に
関
す
る
実
質
的
な
議
論
を
進
め
る
用
意
が
あ
る
の
か
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
」

五
月
二

0
日
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
夫
妻
と
そ
の
一
行
は
北
京
空
港
に
到
着
し
、

同
日
午
後
に
は
第
一
回
の
会
談
が
黄
華
と
の
間
で
も
た

れ
て
い
る
。
冒
頭
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は、

「完
全
な
国
交
正
常
化
へ
の
意
志
を
確
認
す
る
」
こ
と
こ
そ
カ
ー
タ
ー
の
第
一
の
指
示
で
あ
る

と
明
言
す
る
。
「カ
ー
タ
ー
の
名
代
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
決
意
を
固
め
た
と
申
し
上
げ
た
い
。
」
カ
ー
タ
ー
は
ニ
ク
ソ

②
ブ
レ
ジ
ン

ス
キ
ー
大
統
領
補
佐
官
の
訪
中
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(71) 

ン
・
フ
ォ
ー
ド
政
権
で
伝
え
ら
れ
た
五
項
目
の
約
束
事
を
踏
襲
し
、
「
中
国
は
―
つ
で
あ
る
と
の
見
解
を
持
っ
て
い
る
」
。

こ
の
よ
う
な
確
認
の
後
、
三
時
間
に
わ
た
っ
て
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
カ
ー
タ
ー
政
権
の
世
界
戦
略
を
説
明
し
て
い
る
。

S
A
L
T
交
渉

は
ソ
連
と
の
協
力
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
核
戦
略
に
お
い
て
賢
明
な

「抑
制
」
を
形
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
対

ソ
関
係
の
本
質
は
「
競
争
」
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
軍
事
予
算
の
毎
年
三
％
の
増
額
、

N
A
T
O
に
お
け
る
通
常
兵
力
の
増
強
、
ま
た
ソ

連
の
「
大
陸
を
ま
た
い
だ
圧
力
」
に
対
し
て
各
地
で
対
抗
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
基
本
的
立
場
を
そ
の
よ
う
に
説
明
し
た
上
で
、
ブ
レ

ジ
ン
ス
キ
ー
は
図
表
を
使
い
な
が
ら
、
米
ソ
の
核
戦
略
バ
ラ
ン
ス
と
そ
の
見
通
し
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
通
常
兵
カ
バ
ラ
ン
ス
を
説

(72) 

明
し
た
。

会
談
終
了
間
際
に
も
ア
メ
リ
カ
は
国
交
正
常
化
交
渉
を
進
め
る
こ
と
を
「
決
断
し
た
」
と
繰
り
返
し
た
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
、
そ
の
夜

(73
)
 

に
設
け
ら
れ
た
歓
迎
祝
宴
で
も
、
報
道
陣
を
含
む
多
く
の
参
加
者
の
前
で
そ
の
日
三
回
目
と
な
る
「
決
断
」
の
表
明
を
し
て
い
る
。

翌
日
、
黄
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
説
明
に
対
し
て
、
「
米
ソ
の
ど
ち
ら
が
相
手
を
恐
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
を
恐
れ

て
い
る
と
い
え
る
」
と
述
べ
、
依
然
と
し
て
カ
ー
タ
ー
政
権
の
対
ソ
戦
略
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
ブ

レ
ジ
ン
ス
キ
ー
補
佐
官
は
ソ
連
の
戦
略
目
標
の
―
つ
は
中
国
を
包
囲
す
る
こ
と
だ
と
言
っ
た
が
、
中
国
は
包
囲
網
を
恐
れ
な
い
」
と
述
べ
、

中
国
は
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
デ
タ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
三
角
外
交
の
手
駒
に
な
ら
な
い
と
牽
制
し
て
い
る
。
世
界
各
地
で
の
冷
戦
戦
略

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
後
、
国
交
正
常
化
に
話
を
移
し
た
黄
は
、
台
湾
問
題
の
解
決
は
内
政
問
題
で
あ
り
、
こ
の
点
に
柔
軟
性
は
な

い
と
厳
し
い
態
度
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
、
正
常
化
の
話
は
夕
刻
の
部
小
平
と
の
話
し
合
い
に
譲
り
た
い
と
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
「
極
東
の
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
は
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
が
保
た
れ
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
気
ま
ぐ
れ
だ
と

か
信
頼
す
る
に
値
し
な
い
と
か
認
識
さ
れ
な
い
こ
と
こ
そ
米
中
両
国
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
す
。」
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し
い
。

メ
リ
カ
政
府
の
考
え
で
は
武
器
売
却
の
継
続
を
意
味
し
て
い
る
。

だ
け
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
意
味
す
る
こ
と
は
二
通
り
に
解
釈
で
き
る
。
第

一
に
、
台
湾
問
題
の
処
理
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性

が
傷
つ
け
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
・
友
好
国
と
の
関
係
に
深
刻
な
影
響
が
及
び
、
そ
れ
が
秩
序
全
体
を
揺
る
が
す
結
果
に
な
る
。
第
二

に
、
ア
メ
リ
カ
を
完
全
に
信
頼
し
な
く
な
っ
た
台
湾
は
ソ
連
に
接
近
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
台
湾
の
抑
制
を
ア
メ
リ
カ
の
役
割

(74) 

と
し
て
認
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
断
交
後
の
米
台
関
係
へ
の
譲
歩
を
得
よ
う
と
す
る
発
言
と
言
え
る
。

同
日
夕
方
、
部
小
平
と
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
会
談
が
実
現
す
る
。
部
小
平
は
「
日
本
方
式
」
し
か
解
決
が
な
い
こ
と
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

側
が
平
和
的
解
決
の
期
待
を
述
べ
る
こ
と
は
自
由
だ
が
、
中
国
は
台
湾
問
題
の
解
決
と
方
法
、
時
期
に
つ
い
て
自
ら
の
立
場
を
声
明
す
る

に
お
い
て
、

こ
こ
で
も
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
カ
ー
タ
ー
が
既
に
決
心
し
た
こ
と
を
再
三
確
認
し
た
う
え
で
、
米
台
関
係
の

「歴
史
的
な
移
行
期
間
」

ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
「
共
通
の
敵
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
不
安
定
な
状
況
」
を
作
ら
な
い
た
め
に
必

し
な
い
こ
と
、

要
だ
と
訴
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
平
和
的
解
決
へ
の
希
望
を
ア
メ
リ
カ
が
声
明
し
た
後
に
中
国
政
府
が
そ
れ
に
矛
盾
す
る
声
明
を
発
出

ア
メ
リ
カ
が
台
湾
と
の
「
全
領
域
に
わ
た
る
商
業
関
係
を
維
持
す
る
」
こ
と
が
条
件
だ
と
明
言
し
て
い
る
。
後
者
は
、
ア

こ
れ
に
対
し
て
部
小
平
は
、
前
日
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
発
言
を
受
け
て
、
米
中
国
交
正
常
化
後
に
ソ
連
が
台
湾
に
接
近
す
る
可
能
性
、

ま
た
台
湾
が
核
開
発
に
走
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
非
政
府
の
商
業
関
係
を
維
持
す
れ
ば
ソ
連
が
関
与
で
き
る
余

地
は
少
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
部
小
平
の
発
言
を
ア
メ
リ
カ
の
武
器
売
却
ま
で
も
容
認
し
て
い
る
発
言
と
ま
で
読
む
こ
と
は
難

そ
の
後
の
会
話
の
応
酬
は
、
平
和
的
解
決
の
宣
言
、
武
器
売
却
の
両
方
に
つ
い
て
、
こ
の
時
点
で
部
小
平
が
立
場
を
変
え
ず
、

(75) 

カ
の
回
答
に
不
満
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
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部
「
こ
の
問
題
は
こ
こ
で
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
タ
ー
大
統
領
が
決
心
さ
れ
る
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
話
題
を
変

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
「
既
に
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
が
、

部
「
そ
れ
は
結
構
な
こ
と
で
す
ね
。
(S
o
m
u
c
h
 t
h
e
 b
e
t
t
e
r
)
」

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
「
決
心
を
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
を
実
現
す
る
困
難
が
あ
り
ま
す
。
乗
り
越
え
る
努
力
を
我
々
が
出
来
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。」

部
「
結
構
で
す

(
F
i
n
e
)
。

翌
日
夕
刻
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
華
国
鋒
と
も
会
談
す
る
。
華
は
、

ア
メ
リ
カ
が
平
和
的
解
決
の
意
図
を
声
明
し
そ
れ
に
中
国
が
反
論

し
な
い
こ
と
が
台
湾
解
放
の
た
め
に
軍
事
力
行
使
を
し
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
る
と
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
台
湾
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
の
武
器
売
却
と
は
「
二
つ
の
中
国
」
を
作
り
だ
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
た
め
両
立
し
な
い
と
述
べ
、

れ
ば
問
題
は
早
く
解
決
す
る
と
述
べ
た
。
こ
の
発
言
は
、
平
和
的
解
決
の
声
明
と
武
器
売
却
を
結
び
つ
け
て
中
国
側
が
そ
の
姿
勢
を
示
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
重
要
な
も
の
だ
。
こ
こ
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
売
却
す
る
武
器
の
種
類
・

量
と
中
国
側
の
自
制
の
度
合
い
で
何
ら
か
の

(77
)
 

取
引
が
可
能
で
は
な
い
か
、
帰
国
後
に
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
。

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
強
硬
姿
勢
を
示
す
の
に
十
分
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
中
国
側
も
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
与
(78
)
 

し
や
す
い
相
手
と
見
な
し
始
め
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
国
交
正
常
化
交
渉
が
北
京
で
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
確
約
さ
れ
た
。

当
初
の
想
定
と
異
な
り
、
台
湾
問
題
に
大
き
く
時
間
が
割
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ

1
回
顧
録
の
主
張
と
異

(79) 

な
り
、
台
湾
問
題
で
の
成
果
は
な
か
っ
た
。
第
一
に
、
平
和
的
解
決
へ
の
期
待
を
ア
メ
リ
カ
が
声
明
す
る
こ
と
は
自
由
だ
と
の
部
小
平
発

(80) 

言
は
、

中
国
側
の
発
言
内
容
へ
の
条
件
付
け
を
拒
否
し
て
い
る
た
め
、
前
進
と
は
言
い
難
い
。
但
し
、
部
小
平
は
「
台
湾
の
具
体
的
状
況

え
ま
し
ょ
う
か
。
」

カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
決
心
さ
れ
た
の
で
す
。
」(76

)
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、

六
月
に
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
氏
と
の
交
渉
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
」

ア
メ
リ
カ
が
武
器
を
売
却
し
な
け
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回
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
と
柴
の
会
談
が
あ
り
、

1
0
月
三
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
ヴ
ァ
ン
ス
、

日
に
カ
ー
タ
ー
に
確
認
し
、

3

米
中
国
交
正
常
化
の
実
現

ウ
ッ
ド
コ

(81
)
 

に
配
慮
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
楽
観
の
余
地
は
残
さ
れ
た
。
第
二
に
、
断
交
後
の
対
台
湾
武
器
売
却
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
の
意
図
が
明

な
お
、
こ
の
訪
中
時
ま
で
に
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
国
務
省
へ
の
敵
憮
心
は
常
軌
を
逸
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク

(82) 

へ
の
嫌
が
ら
せ
は
政
策
形
成
か
ら
外
す
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
過
酷
な
も
の
だ
っ
た
。

①
交
渉
姿
勢
の
確
立
へ

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
で
は
、

北
京
で
の
米
中
交
渉
を
六
月
に
開
始
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
そ
の
方
針
を
六
月
一

三

(83) 

―
二
月
半
ば
に
中
国
の
承
認
を
公
表
す
る
と
の
日
時
も
カ
ー
タ
ー
の
承
認
を
得
て
い
る
。

文
書
の
内
容
を
元
に
基
本
方
針
を
議
論
し
た
同
月
二
0
日
の
会
議
で
は
、
国
交
正
常
化
に
関
す
る
立
法
は

S
A
L
T
合
意
文
書
の
批
准

(84
)
 

前
が
望
ま
し
い
こ
と
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
一
年
の
通
告
を
持
っ

た
終
了
を
模
索
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

七
月
五

H
よ
り
、
北
京
で
の
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
と
黄
と
の
協
議
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の
協
議
は
計
六
回
（
七
月
五
日
、

一
日
、
九
月
一
五
日
、

―
一
月
二
日
、

―
二
月
四
日
）
行
わ
れ
て
お
り
、

ッ
ク
と
黄
と
の
間
で
会
談
が
行
わ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
九
月
一

六
日
に
は
カ
ー
タ
ー
と
柴
沢
民
駐
米
連
絡
事
務
所
長
の
会
談
、
ま
た
数

―
二
月

―
ニ
ー

一
四
日
に
は
部
小
平
、

(85) 

こ
れ
が
米
中
国
交
正
常
化
に
い
た
る
半
年
間
の
最
終
交
渉
の
構
成
と
な
る
。

確
に
中
国
に
伝
わ
っ
た
点
は
新
し
い
が
、

中
国
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

一
四
日
、
八
月
一

ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
の
会
談
が
三
回
行
わ
れ
て
い
る
。
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八
月

し
か
し
、
北
京
で
の
交
渉
は
当
初
互
い
の
立
場
の
確
認
に
留
ま
り
、
秋
に
米
中
関
係
は
大
き
く
動
い
て
い
く
。
九
月
一
九
日
、
カ
ー
タ

ー
は
柴
と
の
会
談
の
機
会
を
設
け
る
と
、
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
へ
の
自
ら
の
決
意
を
直
接
伝
え
た
上
で
、
断
交
後
の
台
湾
と
の
非
政

府
関
係
を

「議
会
の
立
法
に
よ
っ
て
」
継
続
す
る
こ
と
、
そ
し
て

「
ア
メ
リ
カ
政
府
は
極
め
て
注
意
深
く
選
択
さ
れ
た
防
御
的
性
質
の
兵

器
を
抑
制
し
た
形
で
売
却
す
る
こ
と
を
含
め
た
、
台
湾
と
の
貿
易
を
継
続
す
る
」
と
明
言
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
台
湾
の
ソ
連
へ
の

接
近
、
お
よ
び
核
武
装
を
挙
げ
て
お
り
、
台
湾
を
拘
束
す
る
役
割
を
こ
こ
で
も
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
平
和
的
解
決
を
期
待

す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
宜
言
に
関
し
て
、
中
国
政
府
が
矛
盾
し
た
声
明
を
出
さ
な
い
こ
と
も
条
件
と
し
て
提
示
し
て
い
い
。
(87) 

カ
ー
タ
ー
が
示
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
①
断
交
後
の
台
湾
と
の
非
政
府
関
係
の
維
持
（
但
し
議
会
で
の
立
法
に
よ
る
）
、
②
武
器

売
却
の
継
続
、
③
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
平
和
的
解
決
へ
の
期
待
の
声
明
に
中
国
政
府
が
矛
盾
し
た
声
明
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
ブ
レ
ジ

ン
ス
キ
ー
訪
中
時
の
内
容
を
か
な
り
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

(88) 

を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
カ
ー
タ
ー
発
言
へ
の
中
国
政
府
の
返
答
は
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
会
談
し
、
武
器
を
蒋
政
権
に
売
り
続
け
る
こ
と
は
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
精
神
に
反
し
て
お
り
、

れ
る
か
は
中
国
の
内
政
問
題
で
あ
り
、

1
0
月
三
日
、
黄
は
ヴ
ァ
ン
ス
、

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク

ア
メ
リ
カ
政
府
が
台
湾
の
安
全
保
障
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と

ア
メ
リ
カ
政
府
は

「依
然
と
し
て
国
交
正
常
化
へ
の
決
意
を
固
め
て
い
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。
平
和
的
解
決
に
つ
い
て
も
、
「
中
国
人
は
台
湾
を
解
放
し
統

一
を
実
現
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
お
り
、
い
か
な
る
軍
事
力
も
そ
れ
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
台
湾
が
解
放
さ

(89
)
 

い
か
な
る
国
家
も
干
渉
で
き
な
い
」
と
、
妥
協
の
余
地
を
感
じ
さ
せ
な
い
発
言
と
な
っ
た
。

一
日
の
第
三
回
交
渉
で
は
武
器
売
却
へ
の
言
及
が
み
ら
れ
ず
、
九
月

一
五
日
の
第
四
回
交
渉
で
も
こ
の
問
題
が
正
常
化
を
阻
害

す
る
こ
と
は

「
な
さ
そ
う
だ
」
と
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
本
国
に
打
電
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
見
通
し
は
修
正
を
余
儀
な
く
さ

(90
)
 

れ
た
。
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
、
「
武
器
売
却
問
題
が
す
べ
て
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
か
ね
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
自
ら
の
考
え
を
改
め
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中
国
の
硬
化
す
る
交
渉
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
の
方
針
は
揺
ら
が
な
か
っ
た
。
決
定
的
な
会
議
は

一
0
月

―
一
日
に
、

カ
ー
タ
ー
と
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
、

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
談
は
一

――
―
分
間
で
あ
り
、
う
ち
七
分
は

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
夫
人
が
同
席
し
て
い
る
た
め
、
実
質
的
な
議
論
に
割
か
れ
た
時
間
は
極
め
て
短
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
会
談
で
、

ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
交
正
常
化
交
渉
を
中
断
す
る
こ
と
、

国
の
承
認
日
時
と
し
て
目
指
す
こ
と
が
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
が
北
京
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
案
を
持
参

(92) 

し
て
戻
れ
る
よ
う
に
、
直
ち
に
そ
れ
を
準
備
せ
よ
と
の
指
示
が
カ
ー
タ
ー
か
ら
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

一
月
二
日
、
北
京
に
戻
っ
た
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
第
五
回
の
交
渉
に
望
ん
で
い
る
。

交
渉
で
は
、

S
A
L
T
交
渉
の
進
展
と
米
中
交
渉
を
リ
ン
ク
さ
せ
な
い
こ
と
、

一
月
一
日
を
中

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
案
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
以
下
の
点
の
伝
達
を
訓
令
さ
れ
て
い
る
。
①
断
交
後
の
台
湾
と
の
貿
易
関
係
は
九
月

一
六
日
に
カ
ー
タ
ー

が
示
し
た
通
り
で
あ
り
、
②

「必
要
な
法
的
措
置
を
と
る
経
過
期
間
の
後
に
」
台
湾
に
住
む
人
々
と
の
文
化
、
商
業
、
そ
の
他
の
関
係
は

公
式
の
政
府
機
関
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
る
、
③
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
平
和
的
解
決
へ
の
期
待
の
声
明
に
中
国
政
府
は
矛

盾
し
た
声
明
を
行
わ
な
い
こ
と
、
同
時
に
中
国
政
府
に
よ
る
台
湾
問
題
の
解
決
が
内
政
問
題
と
の
主
張
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
矛
盾
し
た
声

(93) 

明
を
行
わ
な
い
。

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
武
器
売
却
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
姿
勢
を
第
一
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
九
月
一
六
日
よ
り
も
意
志
を
明
確
化

し
て
い
る
。
他
方
で
、
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
加
え
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
に
出
す
声
明
に
お
い
て
、

(91) 

た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
政
府
も
中
国
政
府
の
主
張
に
矛

盾
し
た
声
明
を
行
わ
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
台
湾
問
題
を
内
政
問
題
と
強
く
主
張
す
る
中
国
政
府
へ
の
配
慮
と
受
け
取
れ
る
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
政
府
の
声
明
案
と
し
て
、

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
あ
る
よ
う
に
台
湾
問
題
の
中
国
人
に
よ
る
平

和
的
解
決
に
対
し
て
公
に
そ
の
関
心
を
確
認
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
解
決
が
最
終
的
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
」
と
最
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②

―
二
月
に
お
け
る
「
不
完
全
な
決
藩
」

伝
え
た
こ
と
が
、
(96) 

者
は
指
摘
す
る
。

こ
の
後
、
中
国
政
府
は
次
の
交
渉
の
日
程
を
な
か
な
か
提
案
せ
ず
、

―
一
月
の
中
央
工
作
会
議
、

三
六
日

ア
メ
リ
カ
政
府
の
苛
立
ち
を
誘
う
。
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
一

―
月

(94
)
 

一
五
日
の
メ
モ
で
、
権
力
闘
争
が
激
化
し
て
お
り
、
中
国
は
厳
し
い
決
断
を
出
来
る
状
況
に
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。
中
国
国
内
で
は
、

七
八
年
を
通
じ
て
華
国
鋒
ら
「
二
つ
の
す
べ
て
」
の
立
場
と
部
小
平
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
た
が
、

に
わ
た
っ
た
会
期
直
後
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
一

―
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
（
三
中
全
会
）
に
お
い
て
、
部
小
平
の
実
権

(95
)
 

掌
握
が
固
ま
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で

‘
1
0
月
三

0
日
に
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
柴
に
早
期
の
国
交
正
常
化
が
で
き
な
け
れ
ば
長
引
く
と

―
一
月
―
一
日
の
第
五
回
交
渉
の
結
果
報
告
と
あ
わ
せ
部
小
平
の
対
米
交
渉
へ
の
決
意
を
固
め
さ
せ
た
と
、
中
国
の
研
究

二
―
月
に
入
る
と
、
政
府
情
報
機
関
は
、
権
力
を
掌
握
し
た
部
小
平
が
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
正
常
化
が
自
ら
の
威
信
を
高
め
る
機
会
と

(97
)
 

見
な
し
始
め
て
お
り
、
日
本
人
と
の
会
談
で
も
そ
れ
を
公
言
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
た
。

―
二
月
四
日
に
韓
念
竜
外
務
次
官
は
、
外
交
部
長
代
理
の
肩
書
き
で
第
六
回
協
議
に
応
じ
た
。
韓
は
、
「
ひ
と
つ
の
中
国
」
の
原
則
を
確

認
し
た
上
で
、
中
国
政
府
が
提
示
し
て
き
た
三
条
件
に
従
っ
た
中
華
民
国
と
の
関
係
の
処
理
を
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
書
き
込
む
こ
と
、
ま

た
期
間
を
明
示
し
な
い
外
交
関
係
の
「
経
過
期
間
」
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
懸
念
の
三
つ
の
問
題
に
関
し
て
以
下

の
よ
う
に
答
え
た
。

第

一
に、

「
日
本
方
式
」
に
よ
る
断
交
後
の
台
湾
と
の
関
係
維
持
は
認
め
る
が
、
公
式
、

準
公
式
の
リ
ン
ク
は

一
切
断
絶
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
と
中
華
民
国
の
間
の
す
べ
て
の
合
意
が

「無
効

(null
a
n
d
 v
o
i
d
)
」
と
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
の
部
分
を
付
け
加
え
て
い
る
。
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の
よ
う
に
述
べ
た
。

こ
の
誤
解
が
温
存
さ
れ
た
こ
と
が
、

ら
れ
た
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
中
国
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
立
場
に
矛
盾
し
た
声
明
を
出
さ
ず
、
台
湾
の
祖
国
復
帰
を
実
現
し
、
国
家
統

一
を
完
成
さ
せ

る
方
法
は
中
国
の
内
政
問
題
と
主
張
す
る
。
「
こ
れ
は
中
国
政
府
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
必
要
に
対
す
る
譲
歩
を
意
味
す
る
。
」

第
三
に
、
武
器
売
却
に

「
強
く
反
対
」
す
る
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
が
核
兵
器
を
持
た
な

い
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
、
持
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は

「
ア
メ
リ
カ
が
心
配
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
我
々
は
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
知
っ
て

(98) 

い
る
。」
韓
念
竜
は
一
月
一
日
の
期
限
を
受
け
入
れ
、
共
同
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
案
を
提
示
し
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
部
小
平
と
ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
の
面
会

を
設
定
す
る
こ
と
も
明
言
し
た
。
平
和
的
解
決
に
関
す
る
声
明
に
関
し
て
は
、

―一

月
二
日
の
ア
メ
リ
カ
政
府
提
案
に
沿
っ
た
「
満
額
回

答
」
が

つ
い
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ジ
ン

ス
キ
ー
は
カ
ー
タ
ー
に
、
こ
の
前
向
き
な
雰
囲
気
は
武
器
売
却
問
題
が
交
渉
の
前
進
を
妨

(99
)
 

げ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

武
器
売
却
に
関
し
て
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
両
者
の
解
釈
に
食
い
違
い
が
生
ま
れ
て
い
る
疑
い
が
強
い
。

解
決
の
声
明
に
関
し
て

「譲
歩
」
を
与
え
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
華
国
鋒
11

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
会
談
を
踏
ま
え
れ
ば
、
武
器
売
却
を

(100) 

容
認
し
て
い
な
い
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ア
メ
リ
カ
が
台
湾
の
核
開
発
を
要
請
す
る
と
い
う
役
割
も
明
確

に
否
定
し
て
い
る
。
他
方
で
、

ア
メ
リ
カ
は
武
器
売
却
に
そ
も
そ
も
明
確
な
了
承
を
中
国
政
府
か
ら
取
り
付
け
ら
れ
る
と
は
思

っ
て
い
な

い
た
め
、
従
来
通
り
の
返
答
を
し
つ
つ
も
交
渉
を
前
に
進
め
よ
う
と
し
た
中
国
政
府
の
姿
勢
か
ら
、
武
器
売
却
問
題
の
解
決
が
言
外
に
得

―二
月

一
三
日
の
ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
と
の
会
談
に
お
け
る
部
小
平
発
言
の
読
み
方
を
混
乱
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
。
部
は
平
和
的
解
決
の
声
明
や
代
表
機
関
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
合
意
を
与
え
た
上
で
、
武
器
売
却
に
関
連
し
て
以
下

一
方
で
中
国
側
は
、
平
和
的
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っ
た
意
味
で
話
し
て
い
た
。

「
こ
の
一
年
間
の
期
間
内
に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
台
湾
に
武
器
を
売
却
し
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
多
く
の
問
題
を
作
り
出
し

て
し
ま
う
か
ら
だ
。」「
米
華
相
互
防
衛
条
約
を
終
了
す
る
た
め
に
一
年
間
を
要
し
、
そ
の
期
間
内
に
台
湾
に
武
器
売
却
を
続
け
れ
ば
、
そ

れ
は
条
約
の
内
容
を
ア
メ
リ
カ
が
続
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
」「
こ
の
期
間
内
に
ア
メ
リ
カ
が
台
湾
に
武
器
を
売
却
し
な
い
こ
と
、
米
華

(101) 

相
互
防
衛
条
約
第
一

0
条
に
言
及
し
な
い
こ
と
が
条
件
だ
。」

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
こ
の
発
言
を
、
部
小
平
が
台
湾
に
関
す
る
原
則
的
立
場
を
妥
協
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
七
九
年
の
間
に
武

器
売
却
の
新
た
な
契
約
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
必
要
と
判
断
し
て
い
る
と
理
解
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「一

年
間
」
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

一
九
八

0
年
以
降
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、

一
四
日
の
交
渉
で
は
こ
の
点
を
、
「
一
九
七
九
年
の
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
終
了
し
つ
つ
あ

る
期
間
内
に
武
器
を
売
却
し
な
い
」
こ
と
を
中
国
政
府
が
求
め
て
い
る
の
か
、
と
再
確
認
し
、
了
承
を
得
た
と
本
国
に
報
告
し
て
い
る
。

（囮
）

一
九
八

0
年
以
降
に
つ
い
て
明
示
的
に
問
い
た
だ
し
て
は
い
な
い
。

(103
)
 

し
か
し
、
部
小
平
は
じ
め
中
国
政
府
は
同
じ
理
解
に
立

っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
の
真
意
は
七
九
年
以
降
に
一
切
の
武
器
売
却
が
行
わ
れ

な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
に
再
確
認
を
求
め
ら
れ
た
部
は
、
質
問
を
七
九
年
以
降
も
続
く
武
器
売
却
の
停
止
と
し
て
解
釈

し
、
そ
の
通
り
だ
と
答
え
た
。

互
い
が
異
な
っ
た
前
提
で
議
論
し
て
い
た
。
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
、

は
翌
年
以
後
武
器
が
売
却
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

一
四
日
に
、
部
小
平
は
、
七
九
年
に
武
器
売
却
を
行
わ
な
い
と
カ
ー
タ
ー
が
宣
言
す
れ
ば
、
八

0
年
以
降
へ
の
含
意
を
生
ん
で
し
ま
う

た
め
、
七
九
年
と
い
う
年
に
触
れ
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
も
、

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
部
の
発
言
を
、
八
0
年
か
ら
の
武
器
売

却
を
容
認
し
た
上
で
彼
の
立
場
を
当
面
守
る
た
め
の
も
の
と
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
。
両
者
は
「
期
間
内
に
」
と
い
う
言
葉
を
、
全
く
異
な

一
年
間
と
い
う
期
限
で
売
却
の
停
止
を
理
解
し
た

一
方
で
、
部
小
平
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る
。 両

者
の
誤
解
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
解
け
る
。
柴
沢
民
が
、
武
器
売
却
が
終
わ
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
の
は
喜
ば
し
い
と
発
言
す
る

と
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
一
年
間
の
約
束
に
過
ぎ
な
い
と
即
座
に
答
え
た
が
、
内
心
、
ひ
ど
く
狼
狽
し
た
に
違
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
政
府

面）

は
北
京
に
お
け
る
交
渉
で
深
刻
な
ミ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の
最
終
段
階
で
気
づ
い
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
の
強
い
要
請
で
、
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
部
小
平
と
一
五
日
に
三
回
目
の
会
談
を
も
つ
。
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
す
で
に
同
じ

解
釈
に
達
し
て
い
る
と
会
談
の
必
要
が
無
い
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
北
京
で
も
、
合
意
直
前
に
も
関
わ
ら
ず
核
心
的
な
問

題
に
つ
い
て
深
刻
な
理
解
の
麒
甑
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
交
渉
の
当
事
者
た
ち
が
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。

結
果
か
ら
見
れ
ば
、
激
昂
し
た
部
小
平
に
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
が
説
得
を
図
る
押
し
問
答
の
末
に
、
部
は
一
年
間
の
武
器
売
却
の
猶
予
の
後
、

(105
)
 

武
器
売
却
を
再
開
す
る
と
の
ア
メ
リ
カ
の
立
場
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
と
き
、
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
部
に
、
国
交
正
常
化
が
実
現
す
れ
ば
ア

メ
リ
カ
が
中
華
人
民
共
和
国
の
み
を
唯
一
の
政
府
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
で
両
岸
関
係
に
も
大
き
な
影
響
が
現
れ
、
問
題
の
解
決
に
つ
な

（隕
）

が
る
と
説
得
し
て
い
る
。
部
は
完
全
に
納
得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
後
で
こ
の
問
題
を
持
ち
出
す
と
述
べ
た
う
え
で
こ
の

(101) 

場
で
の
矛
を
収
め
、
こ
の
日
で
国
交
正
常
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
。

最
初
か
ら
完
全
な
合
意
形
成
は
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
時
が
切
迫
し
た
な
か
で
部
小
平
が
合
意
し
た
こ
と
を
も
っ
て
擁
護
す
る
考

え
方
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
当
初
か
ら
計
画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
棚
ぽ
た
の
成
果
に
過
ぎ
な
い
。
「
不
合
意
に
合
意
す

る
」
た
め
に
必
要
な
、
細
や
か
な
条
件
付
け
も
秘
密
交
渉
も
な
い
ま
ま
に
、
拙
速
な
決
着
に
よ
り
中
国
政
府
に
不
信
感
を
残
し
た
。
そ
し

て
米
中
は
正
常
化
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
台
関
係
に
中
国
が
異
議
を
唱
え
続
け
る
、
新
た
な
脆
弱
性
を
持
つ
時
代
に
突
入
し
た
の
で
あ

ま
た
、
性
急
な
正
常
化
交
渉
の
な
か
で
、
「
ひ
と
つ
の
中
国
」
に
関
わ
る
箇
所
を
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ア
ク
ノ
レ
ッ
ジ
す
る
箇
所
の
中
国
語

訳
が
、
リ
コ
グ
ナ
イ
ズ
の
箇
所
と
同
じ
「
認
識
」
に
な
る
こ
と
を
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
語
訳
を
も
と
に
問
題
を
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理
解
す
る
、
そ
の
後
の
世
代
の
外
交
官
ら
に
異
な
っ
た
理
解
を
与
え
て
し
ま
い
、

(108
)
 

て
い
る
。

断
交
後
の
国
府
と
台
湾

①
新
た
な
環
境
へ
の
準
備

ア
メ
リ
カ
ヘ
の
不
信
感
を
招
い
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ

国
交
正
常
化
に
向
け
た
動
き
の
中
で
台
湾
問
題
は
交
渉
の
主
た
る
関
心
事
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
連
邦
議
会
、

し
た
同
盟
国
の
反
応
を
制
御
す
る
た
め
に
好
ま
し
い
条
件
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

中
華
民
国
政
府
（
国
府
）
が
断
交
と
同
盟
解
体
の
シ
ョ
ッ
ク
に
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
政
策
で
応
じ
る
可
能

性
は
低
い
と
、

日
本
を
は
じ
め
と

カ
ー
タ
ー
政
権
は
判
断
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
よ
る
対
中
接
近
時
に
は
核
開
発
、
ソ
連
・
日
本
へ
の

(109)

（

llo) 

接
近
、
独
立
の
宣
言
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
カ
ー
タ
ー
政
権
は
当
初
核
開
発
へ
の
懸
念
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
国
府
を
新
し
い
環
境
に
適

(Ill
)
 

応
さ
せ
る
た
め
の
準
備

(
c
o
n
d
i
t
i
o
n
i
n
g
)

に
成
功
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
核
開
発
と
ソ
連
へ
の
接
近
を
防
ぐ
た
め
に
ア
メ
リ
カ
と
断

交
後
の
台
湾
は
安
全
保
障
協
力
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
説
明
が
中
国
政
府
に
重
ね
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
交
渉
材
料
と
し
て
の
性
格

(112) 

が
強
い

。

ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
は
、
そ
れ
ま
で
の
政
権
と
異
な
っ
た
形
で
議
論
さ
れ
て
い
た
。
従
来
、
ア
メ
リ
カ
は
、
同
盟
国
に
提
供
す
る
拡
大

抑
止
の
保
証
が
十
分
な
能
力
に
裏
付
け
ら
れ
、
ま
た
確
実
に
行
わ
れ
る
と
、
自
ら
の
信
頼
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。

所
で
共
産
圏
に
宥
和
的
な
姿
勢
を
み
せ
れ
ば
、
他
の
状
況
で
も
妥
協
し
て
し
ま
う
と
い
う
発
想
が
強
く
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
を
超

4
 

一
カ
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し
か
し
カ
ー
タ
ー
政
権
の
対
華
関
係
に
お
い
て
、
駐
台
米
軍
の
撤
退
だ
け
で
な
く
、

一
九
五
四
年
以
来
の
同
盟
を
解
体
す
る
こ
と
、
そ

(113
)
 

れ
自
体
も
ア
メ
リ
カ
の
信
頼
性
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
カ
ー
タ
ー
に
よ
る
在
緯
米
軍
の
撤
退
策
が
ア

メ
リ
カ
の
同
盟
国
に
対
す
る
信
頼
性
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
強
い
反
対
に
あ
っ
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
だ
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ

が
中
国
と
の
国
交
正
常
化
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
ま
た
同
盟
国
の
多
く
も
中
国
と
の
関
係
正
常
化
に
踏
み
切

っ
て
い
た

た
め
、
信
頼
性
に
与
え
る
影
響
は
ニ
ク
ソ
ン
政
権
期
以
降
、
格
段
に
小
さ
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
。

国
交
正
常
化
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
台
湾
問
題
の
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
信
頼
性
の
考
え
方
を
と
る
者
も
い
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
台

湾
へ
の
支
援
に
は
道
徳
的
な
理
由
が
あ
り
、
ま
た
他
の
同
盟
国
と
の
信
頼
に
影
響
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
た
。
彼
は
法
律
家
の
助
言
を

(114) 

元
に
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
の
第
十
条
に
従
っ
た
終
了
と
い
う
形
式
を
強
く
求
め
た
。
統
合
参
謀
司
令
部
も
、
七
八
年

―
一
月
下
旬
と

い

う
正
常
化
交
渉
の
終
盤
に
お
い
て
、
台
湾
と
の
政
府
レ
ベ
ル
関
係
の
維
持
、
武
器
売
却
の
継
続
、
中
国
政
府
に
よ
る
武
力
不
行
使
へ
の
約

(115) 

束
を
、
信
頼
性
を
保
つ
た
め
に
必
須
と
み
な
し
た

。
米
中
国
交
正
常
化
の
決
定
を
日
本
に
知
ら
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
日
本
に
新
た
な

(116
)
 

「
カ
ー
タ
ー

・
シ
ョ
ッ
ク
」
を
与
え
な
い
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
と
り
わ
け
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
台
湾
か
ら
の
駐
台
米
軍
の
撤
退

（七
七
年
時
点
で
駐
台
米
軍
は
か
つ
て
の
八
千
名
か
ら
千

名
へ
と
削
減
さ
れ
て
い
た
）
や
既
契
約
の
武
器
売
却
の
引
き
渡
し
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ま
た
在
外
公
館
長
の
格
下
げ
な
ど
を
、
中
国
と
の
関
係

(117
)
 

を
改
善
し
、
交
渉
モ
メ
ン
タ
ム
を
作
り
出
す
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
、
七
八
年
秋
に
既
に

決
ま
っ
て
い
た
国
府
へ
の

F
5
E
戦
闘
機
売
却
に
反
対
し
、
米
中
国
交
正
常
化
の
国
府
に
対
す
る
事
前
通
告
に
も
極
め
て
冷
淡
な
姿
勢
を

(Jls) 

貫
い
た
。

国
府
は
、
米
中
国
交
正
常
化
そ
の
も
の
が
や
が
て
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
避
だ
と
認
識
し
つ
つ
、
そ
れ
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
政
策
目
標

え
て
も
、
介
入
と
関
与
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て
き
た
。
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と
し
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
期
以
降
、
国
府
は
在
米
総
領
事
館
を
増
設
し
、
ま
た
連
邦
議
員
へ
の
働
き
か
け
も
強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

カ
ー
タ
ー
政
権
下
で
国
府
は
、
大
統
領
の
生
ま
れ
故
郷
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
田
舎
集
落
に
す
ぎ
な
い
プ
レ
イ
ン
ズ
、
ま
た
近
隣
の
中
核
都

市
メ
イ
コ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
両
都
市
は
台
湾
第
二
の
人
口
を
持
つ
高
雄
市
の
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
政
治
化

(119
)
 

さ
れ
た
姉
妹
都
市
外
交
と
、
地
元
の
友
人
が
抱
き
込
ま
れ
て
い
く
さ
ま
に
、
カ
ー
タ
ー
は
か
な
り
の
苛
立
ち
を
み
せ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
部
は
、
連
邦
政
府
案
へ
の
根
本
的
な
修
正
を
行
う
台
湾
関
係
法
の
成
立
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
国
交
正
常
化
そ
の
も
の
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
は
奏
功
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
府
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
関
係
者
へ
の
強
い
不
信
か

ら
、
同
盟
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
は
国
府
を
厳
し
い
情
報
監
視
下
に
お
い
た
。
駐
台
北
大
使
館
は
実
質
的
な
機
能
低
下
が

（凶）

著
し
く
、

北
京
連
絡
事
務
所
の
人
員
が
急
増
し
大
使
館
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
対
照
的
な
さ
ま
だ
っ
た
。

た
。
同
時
期
に
蒋
経
国
は
、

七
八
年

―
二
月
末
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
国
務
副
長
官
と
の
会
談
で
も
、
蒋
経
国
は
、
対
米
関
係
と
武
器
購
入
を
引
き
続
き
重
視
し
て
い
(121) 

ソ
連
と
の
連
携
に
言
及
し
た
会
議
出
席
者
を
そ
の
場
で
批
判
し
、
対
米
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

米
台
の
安
全
保
障
関
係
は
新
た
な
形
を
と
り
、
武
器
貿
易
は
関
係
の
基
礎
を
構
築
し
て
い
く
。

ア
メ
リ
カ
と
の
断
交
後
、
国
府
は
過
激
な
行
動
に
出
ず
、

ア
メ
リ
カ
政
府
は
楽
観
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
が
新
た
に
台
湾
と
の
窓
口
と

し
て
設
置
し
た
ア
メ
リ
カ
在
台
湾
協
会

(
A
I
T
)
は
、
七
九
年
夏
、
藤
経
国
の
統
治
体
制
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
は
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

他
方
で
独
立
宣
言
、
匡
際
機
関
へ
の
加
盟
申
請
、
日
本
へ
の
依
存
が
困
難
で
あ
り
、
両
岸
対
話
に
も
魅
力
が
無
い
こ
と
か
ら
、
対
米
関
係

は
引
き
続
き
重
視
さ
れ
て
い
る
と
本
国
に
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
長
期
的
に
は
、
中
国
か
ら
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
の
前
に
台
湾
は
十

(122
)
 

分
な
経
済
成
長
を
果
た
せ
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
政
治
改
革
も
成
功
す
る
か
ど
う
か
も
未
だ
分
か
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
長
期
的
な

悲
観
論
は
、
そ
の
後
の
展
開
を
考
え
れ
ば
状
況
を
大
き
く
見
誤

っ
て
い
た
。
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②
台
湾
関
係
法
の
成
立

カ
ー
タ
ー
政
権
の
国
交
正
常
化
を
政
策
の
形
成

・
実
行
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
評
価
し
た
場
合
、
そ
の
議
会
対
策
は
強
く
批
判
さ
れ
て
い

ア
メ
リ
カ
で
は
行
政
府
が
外
交
を
交
渉
す
る
が
、
連
邦
議
会
上
院
は
条
約
の
批
准
を
行
う
こ
と
で
外
交
に
お
け
る
三
権
分
立
が
保
障
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
華
相
互
防
衛
条
約
は
、
連
邦
議
会
に
対
す
る
十
分
な
相
談
が
行
わ
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
行
政
府
が
終
了
を
通

告
し
た
こ
と
に
な
る
。
歴
史
上
、
条
約
を
行
政
府
が
議
会
の
同
意
無
し
に
破
棄
し
た
事
例
は
複
数
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
他
国
と

の
同
盟
条
約
と
い
う
安
全
保
障
上
極
め
て
重
要
な
性
格
を
持
つ
条
約
の
終
了
を
行
政
府
が
議
会
へ
の
相
談
無
し
に
実
行
に
移
し
た
こ
と

は
、
連
邦
議
会
の
権
能
に
対
す
る
挑
戦
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
ゴ

ー
ル
ド
ウ
ォ

ー
タ
ー
訴
訟
の
か
た
ち
で
、
争
わ
れ
る
こ

(123) 

ま
た
、
台
湾
関
係
法
の
制
定
で
は
、
連
邦
議
会
は
行
政
府
の
考
え
と
全
く
異
な
る
よ
う
に
法
案
を
修
正
し
て
い
っ
た
。
断
交
後
、

リ
カ
は
台
湾
と
の
経
済
、
社
会
関
係
を
維
持
し
て
き
た
六

0
を
越
え
る
条
約
、
合
意
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
に
よ

り
政
府
レ
ベ
ル
の
関
係
の
維
持
が
図
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
は
中
華
民
国
課
長
の
ロ
バ
ー
ト

・
フ
ェ
ル
ド
マ

ン
に
断
交
後
の
関
係
を
研
究
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
断
交
が
明
確
に
な
る
と
、

(124
)
 

に
な
る
条
文
を
作
成
し
た
。

三
月
末
に
上
下
院
を
通
過
し
た
台
湾
関
係
法
は
、
政
府
案
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
修
正
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
第
二
条

B

項
（
四
）
に
て
台
湾
海
峡
に
お
け
る
武
力
の
行
使
を
ア
メ
リ
カ
の
「
重
大
関
心
事
」
と
し
て
認
め
、
第
二
条

B
項
（
五
）
及
び
第
三
条
に

て
台
湾
へ
の
防
御
に
要
す
る
武
器
の
売
却
を
、
第
二
条
B
項
（
六
）
に
て
ア
メ
リ
カ
の
台
湾
へ
の
安
全
を
保
障
す
る
能
力
の
維
持
を
求
め

と
に
な
る
。

る。

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
は
台
湾
関
係
法
の
基
礎

ア
メ
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表l 台湾関係法と台湾の安全保障

相互防衛条約 台湾関係法

第五条 第2条B項合衆国の政策は以下の通り。
(4)平和手段以外によって台湾の将来を

各締約国は、西太平洋地域においてい 決定しようとする試みは、ボイコット、

ずれか方の領域に対して行なわれる武力 封鎖を含むいかなるものであれ、西太平

攻撃が自国の平和及び安全を危うくする 洋地域の平和と安全に対する脅威であ

ものであることを認め、 り、合衆国の重大関心事と考える。

共通の危険に対処するように行動する (6)台湾人民の安全または社会、経済の

ことを宣言する 制度に危害を与えるいかなる武力行使ま

たは他の強制的な方式にも対抗しうる合

衆国の能力を維持する。

自国の憲法上の手続に従って 第3条c項大統領は、台湾人民の安全や
社会、経済制度に対するいかなる脅威な

らびにこれによって米国の利益に対して

引き起こされるいかな危険についても、

直ちに議会に通告するよう指示される。

大統領と議会は、憲法の定める手続きに

従い、この種のいかなる危険にも対抗す

るため、とるべき適切な行動決定しなけ

ればならない。

出典： RichardBush, At Cross Puipose, p.155.米華相互防衛条約訳文は日本外交主要文書・年表

(1)、680-683頁。台湾関係法は東京大学東洋文化研究所田中明彦研究室データベース 「世界と

日本』に記載されている 「日中関係基本資料集」、880-887頁のものを参照し、表記を一部改め

た。

台
湾
関
係
法
の
立
法
は
、

ま
で
の
米
中
交
渉
の
内
容
と
は
明
ら
か
に
異
な
る

し
か
し
、
中
国
政
府
の
観
点
に
立
て
ば
、
そ
れ

始
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
武
器
売
却
も
ア

な
違
い
は
存
在
し
て
い
る
。
議
会
が
軍
事
行
動
を

い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

そ
の
機
能
に
本
質
的

ぎ
ず
、
何
ら
確
実
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て

メ
リ
カ
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

(125
)
 

ヽ
~

゜
し

―
二
月
の
交
渉
最
終
段

互
防
衛
条
約
と
異
な
り
政
策
を
述
べ
て
い
る
に
過

し
た
。
た
だ
し
、
行
動
に
法
的
拘
束
力
を
課
す
相

は
異
な
る
関
与
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
立
法
化

関
与
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
対
外
政
策
に
通
常
と

に
、
第
三
条
B
項
及
び

C
項
に
よ
り
連
邦
議
会
が

台
湾
関
係
法
は
、
台
湾
と
の
安
全
保
障
関
係

に
近
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

に
、
台
湾
関
係
法
は
米
華
相
互
防
衛
条
約
第
五
条

る
も
の
と
な
っ
た
。
表
ー
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
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階
に
お
け
る
武
器
売
却
問
題
の

「
不
完
全
な
決
着
」
と
併
せ
、
予
想
を
超
え
て
い
た
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
台
湾
人
ロ
ビ
ー
の
活
動
も
あ
り
挿
入
さ
れ
た
、
第
二
条

c項
の
人
権
規
程
は
、

美
麗
島
事
件
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
対
応
で
す

(126
)
 

ぐ
さ
ま
現
実
に
意
味
を
持
ち
始
め
る
。
台
湾
関
係
法
は
、
蒋
経
国
と
国
府
に
と

っ
て
、
薬
に
も
毒
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ

っ
た
。

国
交
正
常
化
交
渉
か
ら
ア
メ
リ
カ
政
府
が
勝
ち
得
た
条
件
は
、
少
な
い
。
中
国
政
府
は
「
日
本
方
式
」
に
よ
る
台
湾
と
の
非
公
式
の
関

係
維
持
を
容
認
す
る
こ
と
が
譲
歩
だ
と
主
張
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
平
和
的
解
決
を
認
め
る
声
明
に
矛
盾
し
た
声
明
を
だ
さ
な
い
こ
と
を

も

っ
て
最
後
の
譲
歩
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ア
メ
リ
カ
が
本
来
必
要
と
し
て
い
た
内
容
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

そ
の
不
十
分
さ
は
台
湾
関
係
法
の
成
立
に
よ

っ
て
調
整
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

部
小
平
は
七
八
年
冬
の
時
点
で
ア
メ
リ
カ
を
強
く
必
要
と
し
て
い
た
。
果
た
し
て
ア
メ
リ
カ
は
、
同
じ
程
度
ま
で
中
国
を
必
要
と
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
大
局
観
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
は
立
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

米
中
国
交
正
常
化
が
、
ア
メ
リ
カ
の
他
方
面
に
お
け
る
国
益
を
増
進
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
こ
と
か
ら
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
米
ソ
交
渉
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
み
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
主
張
し
た
よ
う
な
、

冷
戦
戦
略
に
お
け
る
対
ソ
牽
制
の
意
味
で
ア
メ
リ
カ
が
大
き
な
利
益
を
得
た
と
も
言
い
難
い
。
さ
ら
に
、
七
九
年
一
月
、
中
越
戦
争
に
踏

み
切
る
決
意
を
部
小
平
が
カ
ー
タ
ー
に
語
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
大
き
な
誤
算
だ
っ
た
。

カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
選
挙
な
ど
政
治
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

ヘ
の
配
慮
か
ら
設
定
さ
れ
た
七
八
年

―
二
月
の
妥
結
に
固
執
し
た
。
交
渉
の
妥
結

を
目
的
と
し
た
た
め
に
、
国
交
正
常
化
を
政
策
と
し
て
捉
え
直
す
た
め
の
努
力
が
、
明
ら
か
に
欠
け
て
い
た
。
平
和
的
解
決
に

つ
い
て
、

結
論
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は
異
な
っ
た
展
開
を
み
せ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
国
政
府
か
ら
何
ら
保
証
を
取
り
付
け
る
こ
と
も
な
く
一
方
的
な
声
明
に
留
め
る
こ
と
を
早
い
段
階
で
決
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

断
交
後
の
台
湾
に
対
す
る
武
器
売
却
に
関
し
て
、
米
中
交
渉
は
深
刻
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ

っ
て
、
最
終
局
面
で

仮
初
め
の
相
互
了
解
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
、
米
中
関
係
に
大
き
な
火
種
を
残
し
、

出
を
要
し
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
米
中
台
関
係
の
基
本
構
造
へ
の
不
満
を
中
国
政
府
に
根
付
か
せ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
問
題
の
背
景
に
深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い
る
の
は
、
カ
ー
タ
ー
政
権
で
国
交
正
常
化
を
担
当
し
た
も
の
た
ち
に
、
両
岸
問
題
は
平

和
的
に
解
決
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
断
交
後
の
台
湾
に
売
却
さ
れ
る
兵
器
も
両
岸
の
緊
張
が
減
じ
、
統

一
に
動
く
過
程
の
中
で
自

(121) 

然
に
解
消
す
る
と
の
前
提
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
が
当
時
公
に
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
は
当
面
台
湾
を

武
力
解
放
で
き
る
能
力
も
持
た
な
い
と
い
う
判
断
も
、
間
接
的
に
こ
の
楽
観
的
な
前
提
を
支
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
は
米
中
台
の
間

そ
の
後
の
時
代
の
変
化
は
、
当
時
の
予
想
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
と
な

っ
た
。
政
治
的
自
由
化
と
経
済
発
展
に
成
功
し
て
い
く

(128) 

台
湾
の
人
々
は
中
華
民
国
を
台
湾
化
し
て
い
く
。
他
方
で
改
革
・
開
放
に
よ
り
成
長
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
中
国
は
、
両
岸
問
題
の
解
決

に
軍
事
力
を
顕
示
す
る
姿
勢
を
放
棄
し
て
い
な
い
。

た
結
果
と
し
て
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
で
の
再
度
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
発

一
九
七
八
年
の
カ
ー
タ
ー
政
権
の
前
提
は
、
砂
上
の
楼
閣
の
よ
う
に
崩
れ
て
い
く
。
平
和
的
な
両
岸
対
話
の
進
展
に
誰
し
も
が
満
足
し

ア
メ
リ
カ
が
台
湾
へ
の
武
器
売
却
を
通
じ
た
安
全
保
障
協
力
を
解
消
し
て
い
く
見
込
み
は
薄
い
。
現
実
に
は
、
重
要
性

を
増
し
つ
つ
あ
る
対
中
関
係
へ
の
配
慮
か
ら
、
台
湾
の
人
々
の
安
全

へ
の
配
慮
と
い
う
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
い
形
で
、

器
売
却
が
停
滞
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

で
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
武

も
し
、
中
国
政
府
か
ら
武
力
の
不
行
使
、
平
和
的
解
決
と
売
却
と
の
間
に
明
確
な
リ
ン

ク
を
暗
黙
に
で
も
確
立
で
き
て
い
れ
ば
、
歴
史
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注(
l
)
な
お
、
正
常
化
と
い
う
用
語
法
に
は
、
外
交
関
係
の
樹
立
、
お
よ
び
そ
れ
ま
で
の
不
正
常
な
関
係
を
修
復
す
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、

中
国
語
か
ら
の
直
訳
と
し
て

N
o
r
m
a
l
i
z
a
t
i
o
n
と
い
う
用
語
法
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

(
2
)
「わ
が
外
交
の
近
況
（
外
交
青
書
）

j
23
号
、
四
四
八
ー
四
四
九
頁
。
但
し
、

R
．
ブ
ッ
シ
ュ
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

「
中
国
の
立
場
」
を
「
中
国
人
の
立
場
」

に
修
正
し
た
。
中
国
語
訳
は
日
本
語
訳
と
同
様
に
「
中
国
の
」
と
訳
せ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
立
場
に
関
す
る
箇
所
で
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
政

府
の
意
図
を
汲
ん
だ
翻
訳
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。

R
i
c
h
a
r
d
B
u
s
h
,
 A
t
 C
r
o
s
s
 P
u
r
p
o
s
e
:
 U
.
S
.
'
T
a
i
w
a
n
 Relations S
i
n
c
e
 1942, A
r
m
o
n
k
:
 M
.
E
.
 S
h
a
r
p
e
,
 2004, 

p.145. 

(
3
)
J
i
m
m
y
 C
a
r
t
e
r
,
 K
e
e
p
i
n
g
 Faith: M
e
m
o
i
r
 o
f
 a
 President, 
N
e
w
 Y
o
r
k
:
 B
a
n
t
a
m
 B
o
o
k
s
,
 1982. 
C
y
r
u
s
 V
a
n
c
e
,
 H
a
r
d
 Choices: Critical Y
e
a
r
s
 in 

A
m
e
r
i
c
a
'
s
 F
o
r
e
i
g
n
 Policy, N
e
w
 Yo
r
k
:
 S
i
m
o
n
 a
n
d
 S
c
h
u
s
t
e
r
,
 1983. Z
b
i
g
n
i
e
w
 B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
,
 P
o
w
e
r
 a
n
d
 Principles: M
e
m
o
i
r
s
 o
f
 the N
a
t
i
o
n
a
l
 Se, 

curity Advisor: 1
9
7
7
-
1
9
8
1
N`
e
w
 Y
o
r
k
:
 F
a
r
r
a
r
,
 S
t
r
a
u
s
,
 G
i
r
o
u
x
,
 1983.
三
冊
に
加
え
、
オ
ク
セ

ン
バ
ー
グ
に
よ
る
論
文
も
重
要
。

M
ichel
O
k
s
e
n
,
 

b
e
r
g
,
 "
A
 D
e
c
a
d
e
 o
f
 S
i
n
o
,
A
m
e
r
i
c
a
n
 Relations," F
o
r
e
i
g
n
 Affairs, Fall 1982, p
p
.
1
7
5ー

195.
ア
ン
ガ
ー
（
昴
苓
俊
の
駐
中
華
民
国
大
使
）
も
離
任
直
後
に

論
文
を
記
し
て
お
り
、
米
中
国
交
正
常
化
は
台
湾
関
係
法
の
成
立
と
併
せ
て
初
め
て
評
価
に
値
す
る
結
果
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
L
e
o
n
a
r
d
U
n
g
e
r
,
 

"
D
e
r
e
c
o
g
n
i
t
i
o
n
 W
o
r
k
e
d
,
"
 F
o
r
e
i
g
n
 P
o
l
i
c
y
`
1
9
7
9
 Fall, p
p
.
1
0
5ー

121.
な
お
、
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
勤
務
時
に
何
回
か
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ

ー
の
指
ホ
で
中
国
政
策
の
評
価
を
試
み
た
ペ
ー
パ
ー
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
役
割
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の

一
部
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ

1
回
顧
録
に
そ
の
ま
ま
転
写
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

F
R
U
S
,
1
9
7
7ー

]
9
8
0ン
V
o
l
u
m
e
X
日
'
d
o
c

327. 

(
4
)
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
、

N
a
n
c
y
B
e
r
n
k
o
p
f
 T
u
c
k
e
r
,
 C
h
i
n
a
 Confidential: A
m
e
r
i
c
a
n
 D
i
p
l
o
m
a
t
s
 a
n
d
 S
i
n
o
,
A
m
e
r
i
c
a
n
 Relations, 1
9
4
5
1
1
9
9
6
,
 

N
e
w
 Y
o
r
k
:
 C
o
l
u
m
b
i
a
 U
n
iversity P
r
e
s
s
,
 2001. I
v
o
 
H•Daalder 

a
n
d
 I.M. D
e
s
t
l
e
r
 (
e
d
s
.
)
`
T
h
e
 N
a
t
i
o
n
a
l
 Security C
o
u
n
c
i
l
 Project: O
r
a
l
 H
i
s
t
o
1
y
 

全
な
決
着
」
を
導
き
、
そ
の
後
も
米
中
台
関
係
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

(387) 

政
権
発
足
当
初
、
前
政
権
の
米
中
交
渉
記
録
の
ま
と
め
を
よ
み
、
カ
ー
タ
ー
は
嘆
息
混
じ
り
に
批
判
し
た
。
「
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
上
手

(129) 

く
や
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
彼
は
中
国
人
に
媚
び
て
い
た
だ
け
だ
。
」
し
か
し
カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
敷
い
た
米
中
交
渉

の
レ
ー
ル
の
上
を
、
こ
の
道
し
か
な
い
と
、
さ
ら
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
み
前
進
し
た
。
拙
速
な
交
渉
は
米
中
和
解
プ
ロ
セ
ス
に

「
不
完
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"Letter to 

Editor: J
i
m
m
y
 Carter a

n
d
 Z
b
i
g
n
i
e
w
 Brzezin-

ski," 
Foreign Affairs, vol 78, 

no,6 
(1999), pp,164-6, "Letter to 

Editor: Patrick Tyler," F
o
reign Affairs, vol 79, 

no.l 
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B
r
e
c
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a
l
k
e
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r
i
e
n
d
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B
u
t
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o
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e
s
 -
C
y
r
u
s
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a
n
c
e
 an
d
 t
h
e
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o
r
m
a
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z
a
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e
l
a
ti
o
n
s
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ith C
h
i
n
a
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D
i
p
lo
m
a
tic
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to,y, v
ol.3
3
,
 no
.4
 

(2
0
0
9
)
,
 pp
.5
7
9ー

5
9
4.
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B
r
i
a
n
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 "M
a
x
i
m
u
m
 Flexibility
 for P
e
a
c
e
ful C
h
a
n
g
e: 
J
i
m
m
y
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a
r
te
r,
 Ta
i
w
a
n
,
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d
 th
e
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e
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f
 th
e
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e
o
p
l
e
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p
u
b
l
i
c
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C
h
i
n
a
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D
i
p
l
o
m
a
t
ic
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to,y
,
 vol.
3
3
,
 no
.4 
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0
0
9
)
,
 pp
.5
9
5
,
6
1
3
.
伯
」し
、
ヒ
ル
ト
ン
論
文
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
政
策
決
定
に
お
け
る
役
割
を
強
調
し
よ

う
と
し
た
が
、
大
統
領
就
任
前
の
三
極
委
員
会
の
も
の
（
カ
ー
タ
ー
が
著
者
で
は
な
い
）
が
多
く
、
説
得
力
に
欠
け
る
。
人
権
外
交
を
標
榜
し
た
カ
ー
タ
ー

外
交
が
、
な
ぜ
人
権
状
況
が
著
し
く
悪
い
と
み
ら
れ
て
い
た
中
国
と
の
国
交
正
常
化
に
踏
み
切
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に

国
務
省
や
議
会
に
お
け
る
強
硬
な
反
対
論
の
根
拠
に
こ
れ
ら
が
存
在
し
て
い
た
が
、
カ
ー
タ
ー
、
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
と
も
こ
の
点
を
正
常
化
交

渉
の
障
害
と
は
捉
え
て
い
な
か

っ
た
。
Hilton
,
"M
a
x
i
m
u
m
 F
le
x
ibility for P
e
a
c
e
ful 
C
h
a
n
g
e
", 
p
p
.6
0
1ー

2
.

(12
)
F
R
U
S
の
編
纂
で
も
ま
だ
資
料
捜
索
に
限
界
は
あ
り
、
た
と
え
ば
七
八
年
六
月―

1
0
日
に
お
け
る
大
統
領
と
政
権
高
官
の
中
国
政
策
検
討
会
議
の
議

事
録
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
。

F
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9
7
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9
8
0,
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l
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m
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c
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3
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ot
e
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ー
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l
N
a
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e
c
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r
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t
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v
e
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ゲ
ー
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参
照

シ
ス

テ
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e
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a
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e
d
d
o
c
u
m
e
n
t
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n
c
e
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y
s
te
m
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に
そ
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ぞ
れ
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編
纂
方
針
に
従

っ
て
公
文
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は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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k
s
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r
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o
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a
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a
p
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c
h
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v
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b
o
r
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n
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r
b
a
n
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(h
e
r
e
a
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 L
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M

O
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t
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u
t
h
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 L
i
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r
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r
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a
y
n
e
 S
t
ate U
n
i
v
e
r
sity
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 Bo
x
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4ー
3
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.
一
九
八
一
年

一
0
月

―
二
日
よ
り
一
九
八―

一
年
七
月
一
―10
日
に
か
け
て

収
録
さ
れ
た
こ
の
オ
ー
ラ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
は
三
九
の
フ
ォ
ル
ダ
ー

（そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
プ
の
両
面
に
録
音
さ
れ
て

い
る
も
の
を
文
字
に
起
こ
し
て
い
る
）
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
二
0
一
四
年

一
0
月
段
階
で
は

一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
シ
ャ

ロ
ン

・
ウ
ッ
ド
コ

ッ
ク
氏
よ
り
特
別
の
許
可
を
得
て
閲
覧
し

た
。
ま
た
資
料
収
集
の
過
程
で
デ
イ
ビ

ッ
ト
・
オ
ク
セ
ン
バ

ー
グ
氏
か
ら
も
暖
か

い
励
ま
し
を
頂
い
た
。
両
家
族
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
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)
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 W
M
O
,
 Bo
x
 3
4
,
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 4.
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b
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k
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S
o
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r
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s
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u
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n
u
a
r
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7
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r
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M
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d
i
n
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e
 R
e
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b
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.
 

(
16
)
F
R
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7
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1
9
8
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l
u
m
e
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d
o
c
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.
こ
の
時
期
、
ア

マ
ー
コ
ス
ト
は
政
権
第

一
期
の
ア
ジ
ア
政
策
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て
い
る
。
七
七
年
後
半

ま
で
第

一
の
優
先
順
位
は
米
中
関
係
の

モ
メ
ン
タ
ム
回
復
に
あ
り
、
七
八
年
後
半
ま
で
に
北
京
政
府
を
承
認
す
る
が
、
台
湾
と
の
経
済
、
文
化
、
安
全
保
障

関
係
を
維
持
す
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こ
と
が
示
さ
れ
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い
る
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進
め
る
た
め
の
必
須
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件
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し
て
西
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平
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お
け
る
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性
あ
る
軍
事
態
勢
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維
持
す
る
こ
と
、

人
権
問
題
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ア
ジ
ア
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は
重
要
視
し
な
い
こ
と
、
対
日
関
係
を
重
視
す
る
こ
と

の一
＿
一
点
を
挙
げ
て
い

る
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2
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売
却
、

一
非
公
式
の
」
経
済
文
化
関
係
の
維
持
、
平
和
的
解
決
を
期
待
す
る
ア
メ
リ
カ
の
声
明
発
出
と
批
判
さ
れ
な
い
こ
と
の
三
点
を
カ
ー
タ
ー
が
条
件
と

し
て
決
断
し
て
い
る
と
書
い
て
い
る
。
第
一
、
三
点
は
以
上
の
文
書
で
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
第
一
一
点
は
こ
の
文
書
で
は
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

(28)
カ
ー
タ
ー
は
七
月
三

0
日
の
会
議
で
も

「
中
国

（中
華
人
民
共
和
国
）
、
台
湾

（中
華
民
国
）
と
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
国
は
あ
る
の

か
。

H
本
は
そ
う
で
は
な
い
の
か
」
と
質
問
を
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
正
確
な
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

F
R
U
S,
1
9
7
7ー

]
9
8
0
,

V
o
l
u
m
e
 X
日
,d
o
c
 4
1.
政
府
機
関
を
台
北
に
残
す
国
務
省
の
立
場
は
、
政
策
企
画
室

（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
レ
ー
ク
室
長
）
の
主
張
を
反
映
し
て
お
り
、
ホ
ル

ブ
ル

ッ
ク
や
中
国
専
門
家
は
反
対
し
て

い
た
と
い
う
。
R
o
s
s
,
N
e
gotiating C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
,
 pp
.
1
0
5
,
6
.
 Ja
m
e
s
 M
a
n
n
`
A
b
o
u
t
 F
a
ce
,
 Ne
w
 Y
o
r
k: 
A
lfred 

K
n
o
p
f
,
 1999, p
.8
3
.
 

(29
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1980,
V
o
lu
m
e
 X
日
,d
o
c
 3
4.
出
席
し
た
各
機
関
ト

ッ
プ
は、

ヴ
ァ
ン
ス
国
務
長
官、

ブ
ル
メ
ン
サ
ー
ル
財
務
長
官
、
ブ
ラ
ウ
ン
国
防
長

官
、
ブ
ラ
ウ
ン
統
合
参
謀
本
部
議
長
、
タ
ー
ナ
ー
C
I
A
長
官
、
お
よ
び
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
補
佐
官
で
あ
る
。

(30
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

]980,
V
o
lu
m
e
 X
日,
d
o
c
 41.
出
席
者
は
、
カ
ー
タ
ー
、
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ホ
ル
プ
ル
ッ
ク
、
ハ
ミ
ル
ト
ン

・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
大
統

領
補
佐
官
、

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
、
そ
し
て
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
ス
、
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
、
オ
ク
セ
ン

バ
ー
グ
の
説
明
に
カ
ー
タ
ー
が
指
示
を
出

し
て
い
く
形
で
議
論
は
進
ん
で
い
る
。

(31)
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ

1
回
顧
録
は
、
七
月
末
の
会
議
で
カ
ー
タ
ー
は

「唐
突
に
」
対
中
国
交
正
常
化
に
前
向
き
な
発
言
を
し
た
と
記
載
す
る
。
但
し
、

ブ
レ
ジ

ン
ス
キ
ー
は
、
七
七
年
二
月
二
八
日
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
ヘ
の
書
簡
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
カ
ー
タ
ー
は
対
中
関
係
で
打
開
を
図
り
、
ま
た
中

国
を
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ォ

ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
方
向
に
考
え
を
傾
け
た
と
も
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
本
文
で
の
検
討
で
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
カ
ー
タ
ー
は
徐
々
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
記
載
は
、
思
っ
た
よ
り
も
前
向
き
な
雰
囲
気
を
カ
ー
タ
ー
が
感
じ

さ
せ
た
と
解
釈
す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
Hilton,
p.
599; B
r
z
e
z
inski, P
o
w
e
r
 a
n
d
 Pr
i
n
c
iple,
 pp
.
1
48
,
 15
3
-
5
5.
 

(32
)
F
R
U
S,
 19
7
7
1
]
9
8
0
`
V
o
l
u
m
e
 X
日
」d
o
c
4
3
.
カ
ー
タ
ー
の
指
示
に
は
武
器
売
却
問
題
に
つ
い
て
「
丸
め
た
表
現
」
で
も
よ
い
と
あ
る
。

(33
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

]
9
8
0,
V
o
lu
m
e
 XIII, d
o
c
 3
6
.
 

(34
)
F
R
U
S,
 19
7
7-
1980, V
o
lu
m
e
 XIII,
 
d
o
c
 4
6
.
北
京
で
の
ヴ
ァ
ン
ス
発
言
で
は
、
台
湾
は
中
国
の一

部
と
い
う
表
現
を
使

っ
て
い
る
。
F
R
U
S,
1
9
7
7ー

]
9
8
0
,

V
o
l
u
m
e
 XIII, d
o
c
 4
8
.
 

(35)

R
o
s
s
,
 Ne
g
o
t
ia
ting C
o
op
eratio
n
,
 p.
1
0
7
.
 

(36
)
R
o
ss
,
 
N
e
g
o
t
i
a
ting
 C
o
op
e
r
a
tion
,
 pp
.
1
0
4ー

1
0
5
.

(37
)
O
k
s
e
n
b
e
r
g
,
 "A
 D
e
c
a
de," 
p
.1
8
2
.
宇
佐
美
、
前
掲
書
、
三
五
―

|
-
―
―
五
二
頁
。

(3
8
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
lu
m
e
 XIII, d
o
c
 4
8
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(3
9
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0
`
V
o
l
u
m
e
X
I
I
I.
 do
c
 52.
 

(4
0
)
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
,
 
8
¥
2
5
¥
7
7
.
 
B
r
zezinski to C
a
r
t
e
r
,
T^
h
e
 V
a
n
c
e
,
T
e
n
g
 M
e
e
t
i
n
g," 
A
m
a
r
c
o
s
t
 File
.
 
N
a
tion
a
l
 Se
c
u
r
i
t
y
 C
o
u
n
c
i
l
 Files
,
 
J
i
m
m
y
 

C
a
r
t
e
r
 Library. 

(
4
1
)
B
r
z
e
z
i
nski, P
o
w
e
r
 a
n
d
 Principle
,
 p.2
0
2
.
 

(42)Vance•Hard 

Choices
,
 pp
.8
2ー

8
3
.

(43
)
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
が
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
リ
ー
ク
の
過
程
を
事
後
に
検
証
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
L
W
M
O
,
 Bo
x
 3
4
,
 file 
6
.
ロ

ス
論
文
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
引
用
し
て
い
る
が
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
R
o
s
s
,
Negotiating C
o
'
 

operation
,
 p.110. 

(
4
4
)
L
W
M
O
,
 B
o
x
 3
4
,
 file 
6
.
 

(45)
こ
れ
ら
は

P
R
M
二
四
で
も
「
付
帯
的
手
段
」
と
し
て
、
提
案
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
同
資
料
に
残
さ
れ
た
手
書
き
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は

技
術
供
与
と
N
A
T
O
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
ま
た
ア
ー
ロ
ン
副
補
佐
官
は
米
華
軍
事
演
習
の
縮
小
に
反
対
意
見
を
つ
け
て
い
る
。

F
R
U
S.
 I
 
9
7
7-
I
 
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 5
9
.
 Br
z
e
z
i
n
s
k
i
,
 Po
w
e
r
 a
n
d
 Principle,
 p.2
0
3
.
 

(46
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

]
9
8
0,
V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 6
4
.
四
人
組
の
追
放
と
部
小
平
の
復
婦
に
よ
り
、
と
く
に
貿
易
と
技
術
移
転
の
分
野
で
西
側
と
の
関
係
強
化
を

進
め
る
と
C

I

A
も
こ
の
時
期
に
分
析
を
提
供
し
て
い
た
0

Ibid, 
d
o
c
 69. 

(47
)
F
R
U
S,
 19
7
7
-
1
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 6
7
.
国
務
省
は
ソ
連
の
反
応
も
懸
念
し
て
お
り
、
国
防
総
省
、
及
び
C

I

A
と
見
解
が
対
立
し
て
い
た
。

(48
)
Ibid. 

(4
9
)
F
R
U
S,
 19
7
7-
1980, V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I,
 do
c
 62
.
 

(
5
0
)
R
o
s
s
,
 
Negotiating Cooperation
,
 pp
.
1
1
1
-
1
1
3
.
著
者
に
よ
る
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
基
づ
く
。

(
5
1
)
L
 W
M
O
.
 Bo
x
 3
4
,
 file 
7
.
ハ
ビ
ブ
や
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
の
怒
り
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
と
も
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
オ
ク
セ
ン

バ
ー
グ
は
、
パ
ナ
マ
運
河
条
約
問
題
な
ど
で
東
ア
ジ
ア
政
策
が
進
む
余
地
は
あ
ま
り
な
く
、
七
八
年
一
月
の
時
点
で
年
末
ま
で
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
教
職
に

戻
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
L
W
M
O
.
 Bo
x
 3
5
.
 file 
9
.
 

(52
)
F
R
U
S
`
d
o
c
 8
6
.
 
B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
,
 
P
o
w
e
r
 a
n
d
 Principle,
 
p.203ー

2
0
5
.
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
中
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
連
絡
事
務
所
長
（
代
理
）
と
会
談

し
、
五
月
中
旬
の
訪
米
の
意
志
を
正
式
に
伝
え
て
い
る
。
F
R
U
S,
1
9
7
7ー

1980,
V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I
`
d
o
c
 8
7
.
 

(
5
3
)
FR
U
S
,
 1
9
7
71
]
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 77.
な
お
、
中
国

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
訪
問
者
の
選
択
で
意
見
は
大
き
く
食
い
違
っ

て
い
た
が
、
そ
の
呼
び
水
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が

一
方
的
に
す
べ
き
手
段
に
つ
い
て
、
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
と
ホ
ル
プ
ル
ッ
ク
は
多
く
の
意
見
を
共
有
し
て
い
た
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よ
う
だ
。
彼
ら
は
、
駐
台
米
軍
の
削
減
、
ア
ン
ガ
ー
大
使
の
本
国
召
遠
、
中
国
へ
の
技
術
供
与
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
手
段
と
し
て
想
定
し
て
い
た
。

Ibid,
d
o
c
 

81.
カ
ー
タ
ー
が
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
を
決
断
す
る
直
前
に
、
こ
の
議
論
は
行
わ
れ
て
い
る
。

(
5
4
)
F
R
U
S
,
 1
9
7
7'
]980, V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I
`
d
o
c
 83. 

(
5
5
)
C
a
r
t
e
r
,
 K
e
e
p
i
n
g
 Faith, p.194. 

(
5
6
)
T
y
l
e
r
,
 
A
 G
r
e
a
t
 Wall, p.251. 

(
5
7
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0
`
V
o
l
u
m
e
XIII, 
d
o
c
 84. 

(58)
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
の
売
却
に
関
し
て
、
三
月
頭
の
時
点
で
国
務
省
・
国
防
総
省
の
許
可
を
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
の
提
案
で
止
め
て
い
た
が
、
正
常
化
交
渉
を

に
ら
ん
だ
戦
略
的
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
す
べ
き
と
し
て
い
る
の
で
考
え
方
は
一
貰
し
て
い
る
。

Ibid,
d
o
c
 80・ 

(
5
9
)
F
R
U
S
,
 1
9
7
7ー

]980,
V
o
l
u
m
e
 X

日,
d
o
c
 84.
七
八
年
二
月
以
降
、
中
国
は
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ー
を
人
民
日
報

一
面
に
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
対
米
関
係
で

好
ま
し
い
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

Ibid,
d
o
c
 85.
カ
ー
タ
ー
が
個
人
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
在
輯
米
軍
撤

退
策
は
、
軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
、
日
本
の
懸
念
な
ど
か
ら
官
僚
機
構
・
軍
の
強
い
抵
抗
に
あ
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
連
邦
議
員
に
対
す
る
韓
国
政
府
か
ら
の

収
賄
疑
惑
が
持
ち
上
が
る
中
、
米
軍
撤
退
の
場
合
必
要
に
な
る
斡
国
軍
強
化
の
た
め
の
法
案
が
議
会
を
通
過
す
る
見
込
み
も
な
か
っ
た
。
在
韓
米
軍
撤
退

策
は
、
撤
退
の
量
と
質
を
大
幅
に
削
減
し
、
一
定
の
面
子
を
保
っ
た
上
で
延
期
さ
れ
る
。

D
o
n
O
b
e
r
d
o
r
f
e
r
 a
n
d
 R
o
b
e
r
t
 Carlin, 
T
h
e
 T
w
o
 K
o
r
e
a
s
:
 A
 

C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
,
y
 H
i
s
t
o
r
y
 T
h
i
r
d
 Edition, N
e
w
 Y
o
r
k
:
 B
a
s
i
c
 B
o
o
k
s
.
 2
0
1
4
,
 p
p
.
6
7ー

86・

(
6
0
)
F
R
U
S
,
 1
9
7
7ー

1980,
V
o
l
u
m
e
 XIII, d
o
c
 84.
劫
訟
事
・
去
口
は
径
公
者
を
強
く
進
め
て
い
る
が
、
在
韓
米
軍
問
題
等
を
担
当
し
て
い
た
イ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
ス
大
統

領
特
別
補
佐
官
は
、
前
者
も
「
魅
力
的
」
な
案
だ
と
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
事
態
は
、
後
者
の
案
に
近
い
形
で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
ヴ
ァ
ン
ス
再
訪
中
は
案
と
し
て
初
夏
ま
で
残
る
も
の
の
実
現
せ
ず
、
ま
た
正
常
化
交
渉
妥
結
の
日
程
は
六
月
に
、
一
―
一
月
中
旬
と
い
う
カ
ー
タ
ー
の

意
志
が
固
め
ら
れ
た
。

(
6
1
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

I
9
8
0
`
V
o
l
u
m
e
X
I
I
I
`
d
o
c
 92. 

(62)
フ
ラ
ン
ク
・
プ
レ
ス
訪
中
団
は
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
時
に
提
案
さ
れ
、
七
八
年
七
月
に
実
施
さ
れ
る
。
米
中
科
学
技
術
交
流
で
は
そ
れ
ま
で
で
最
高

レ
ベ
ル
の
訪
中
で
あ
り
、
中
国
政
府
が
熱
望
し
た
数
百
人
レ
ベ
ル
で
の
中
国
人
科
学
者
・
学
生
の
ア
メ
リ
カ
留
学
な
ど
、
大
規
模
な
交
流
が
国
交
正
常
化
に

先
駆
け
て
決
定
さ
れ
る
。

K
a
t
h
l
i
n
S
m
i
t
h
,
 "
T
h
e
 R
o
l
e
 o
f
 Scientists in N
o
r
m
a
l
i
z
i
n
g
 U
.
S
.
-
C
h
i
n
a
 Relations: 1
9
6
5
,
1979," A
n
n
a
l
s
 o
f
 the N
e
w
 Y
o
r
k
 

A
c
a
d
e
m
y
 Sciences, n
o
.
8
6
6
 
(
D
e
c
e
m
b
e
r
 19
9
8
)
,
 p
p
.
1
2
8
-
9
.
 

(
6
3
)
F
R
U
S
,
 1
9
7
7ー

I
9
8
0
`
V
o
l
u
m
e
XIII, d
o
c
 94. 

(64)
Ibid. 
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(
65
)
F
R
U
S,
 19
7
7-
1980, V
o
l
u
m
e
 
XIII,
 
d
o
c
 9
9
.
 

(
66
)
L
 W
M
O
,
 
B
o
x
 3
4
,
 
file 8
.
断
交
後
の
台
湾
に
政
府
レ
ベ
ル
の
機
関
を
残
す
案
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
七
七
年
秋
ま
で
に
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
に
訓
令
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ウ

ッ
ド

コ
ッ
ク
方
式
は
、
以
下
の
重
要
な
閣
僚
級
会
議
で
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
が

「ウ

ッ
ド
コ
ッ
ク
提
案
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
F
R
U
S,
1
9
7
7
1
 

]
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 XIII,
 
d
o
c
 9
4
.
 

(67
)
N
塁
Y
o
r
k
T
i
m
e
s,
 2nd
 of F
e
b
r
u
a
r
y
,
 1978. 

(68)
L
W
M
O
,
 B
o
x
 3
5
,
 file 
1
0ー

ll
．
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
は
現
時
点
で
は
い
か
な
る
高
官
訪
問
も
難
し
い
と
も
答
え
て
い
る
。

(
6
9
)
FR
U
S
,
 1
9
7
7ー

]980,
V
o
l
u
m
e
 XIII,
 
d
o
c
 106. jj!E;j華
外
ハ
右
父
蔀
叩
毎
{
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
問
の
後
ザ
イ
＇
ル
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
た
め
ヽ
ア
メ

リ
カ
政
府
は
中
国
か
ら
ザ
イ
ー
ル
・
モ
ブ
ツ
政
権
へ
の
支
援
を
取
り
付
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

(
7
0
)
I
b
i
d
.
 

(
7
1
)
F
R
U
S
,
 1
9
7
7ー

1980,
V
o
l
u
m
e
 
XIII,
 
d
o
c
 108・ 

(72
)
I
b
i
d
.
P
R
M
1
0
、
お
よ
び
P

D

一
八
の
内
容
に
重
な
る
。
P

R

M
1
0
を
取
り
ま
と
め
た
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
同
行
し
た
の
も
、
こ
の
理
由
に
よ
る
。

(73
)
F
o
x
 Butterfield
,
 "B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
 in 
C
h
i
n
a,
 Calles G
o
a
l
 Full T
i
e
s
," 
T
h
e
 Ne
w
 Y
o
r
k
 Times, M
a
y
 21. 
1978. 

(
74
)
F
R
U
S,
 19
7
7-
1
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
日
,d
o
c
 109.
な
お
既
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
は
信
頼
性
は
米
華
同
盟
と
関
連
づ
け
ら
れ
な

っ

て
お
り
、
同
盟
国
・
友
好
国
の
多
く
は
米
中
国
交
正
常
化
と
米
華
同
盟
の
解
体
に
も
深
刻
な
反
応
を
し
な
い
と
議
論
さ
れ
て
い
た
。

(
75
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1980,
V
olu
m
e
 XIII,
 
d
o
c
 llO.
パ
ト
リ
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
回
顧
録
と
異
な
り
、
会
談
記
録
で
は
武
器
売
却
に
つ

い
て
間
接
的
に
さ
え
伝
え
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
T
y
l
e
r,
A
 G
re
a
t
 Wa
il, 
p
p
.
2
5
4ー

2
5
5
.
し
か
し
、

「全
領
域
に
わ
た
る
商
業
関
係
」
の
真
意
は
、
こ

の
時
点
で
部
小
平
が
自
覚
し
た
か
の
判
断
は
難
し
い
に
せ
よ
、
翌
日
の
華
国
鋒
と
の
会
談
の
時
点
で
は
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー

掃
国
後
、
七
八
年
夏
に
も
ア
メ
リ
カ
政
府
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
台
湾
へ
の
武
器
売
却
を
批
判
す
る
中
国
政
府
に
、
「
歴
史
的
な
移
行
期
間
に
お
け
る
」

正
常
化
は
防
御
的
武
器
の
売
却
を
含
む
と
説
明
し
て
い
る
。
Foot.
"P
r
i
z
e
s
W
o
n
,
 O
p
p
o
r
t
u
n
i
t
i
e
s
 Lost."pp.106,107.
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
1
回
顧
録
が
脚
色

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
武
器
売
却
に
つ
い
て
中
国
側
の
理
解
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
,P
o
w
e
r
 a
n
d
 Principle,
 

p
.2
1
5
,
 21
8
.
国
務
省
も
部
小
平
発
言
が
武
器
売
却
の
黙
認
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
F
R
U
S,
1
9
7
7
1
]
9
8
0
,
 Vo
l
u
m
e
 XIII,
 
d
o
c
 ll8. 

(76
)
Ibid. 

(
77
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
l
u
m
e
 XIII,
 
d
o
c
 1
1
1ー

113.
グ
レ
イ
ス
テ
ィ
ー
ン
は
国
務
省
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
の
中
で
、
台
湾
へ
の
武
器
売
却
に
種
類
、

実
施

期
間
で
制
約
を
つ
け
て
し
ま
え
ば
台
湾
と
議
会
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
反
対
し
て
い
る
。
F
R
U
S,
1
9
7
7
,
]980, V
o
l
u
m
e
 
XIII,
 
d
o
c
 118.E. 

(78
)
万
里
の
長
城
で
は
同
行
し
た
中
国
人
に
、

「ど
ち
ら
が
先
に
昇
れ
る
か
競
争
し
よ
う
。
勝

っ
た
方
が

エ
チ
オ
ピ
ア
で
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
（
注
こ
ノ
連
の
こ



113 米中国交正常化と台湾問題の 「不完全な決着」 (395) 

と
）
と
戦
う
ん
だ
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
。
T
yle
r
,
G
re
a
t
 Wa
l
l,
 
p
.2
5
5
.
中
国
側
に
与
し
た
解
釈
を
取
れ
ば
、
ヴ
ァ
ン
ス
訪
中
で
は
中
国
側
の
三
条
件
の
受

入
は
不
十
分
で
あ
り
、
ニ
ク
ソ
ン
・
フ

ォ
ー
ド
政
権
下
の
五
つ
の
基
本
原
則
に
つ
い
て
も
継
承
さ
れ
る
と
の
確
約
が
な
か

っ
た
た
め
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の

語
っ
た
内
容
は
好
ま
し
い
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
差
し
あ
た
り
、

以
下
の
黄
外
交
部
長
の
発
言
を
参
照
。
F
R
U
S,
1
9
7
7
-
1
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 1
3
8
.
 

(79
)

B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
,
 
P
o
w
e
r
 a
n
d
 P
rinciple,
 p.2
1
8
.
ブ
レ
ジ
ン

ス
キ

1
回
顧
録
は
部
小
平
の
台
湾
問
題
に
関
す
る
姿
勢
に
「
柔
軟
性
」
を
感
じ
た
と
も
書
い
て
い

る
。
B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
`
P
o
we
r
a
n
d
 P
r
i
n
cip
le,
 p.2
1
5
.
 

(80
)
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
訪
中
で
ア
メ
リ
カ

の
平
和
的
解
決
の
声
明
に
中
国
が
矛
盾
し
た
声
明
を
出
さ
な
い
こ
と
に
了
解
を
与
え
た
と
し
て
い

る
が
、
本
論
が
論
じ
て

い
く
よ
う
に
、
そ
れ
は

―二
月
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
V
o
g
e
l
,
D
e
n
g
 X
i
a
o
p
i
n
g,
 p.3
19
.
 

(81
)
F
R
U
S̀
]
9
7
7
'
]
9
8
0
,
 Vo
l
u
m
e
 XI
I
I
,
 do
c
 l
l
O
,
 ll
8
.
 Foot. "Pri
z
e
 W
o
n
,
 Op
p
o
r
t
u
n
ities Lost,
"
 p.113・ 

(
8
2
)
L
W
M
O
,
 Bo
x
 3
5
,
 file
 1
4
.
 Ty
l
e
r
,
 
A
 G
r
e
a
t
 W
a
l
l,
 pp
.2
5
2ー

2
5
3
,
2
5
5ー

2
5
6
.
な
お
、
復
路
の
機
上
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
指
示
で
会
談
議
事
録
を
渡
す
こ

と
を
拒
否
し
た
オ
ク
セ
ン
バ

ー
グ
に
ホ
ル
プ
ル
ッ
ク
が
涸
み
か
か
っ
た
と
テ
イ
ラ
ー
は
描
写
し
て
い
る
。

Ibid.`
p
.2
5
6
.
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
掴
み
あ
い
の

喰
嘩
に
な
っ
た
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
が
、
プ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
ホ
ル
プ
ル
ッ
ク
に
対
し
て

「多
く
の
国
務
次
官
補
を
首
に
す
る
よ
う
に
大
統
領
に
進
言
し

よ
う
」
な
ど
言
葉
で
侮
辱
し
て
い
た
こ
と
を
証
言
し
て
お
り
、
機
内
が
緊
張
感
に
満
ち
て
い
た
こ
と
は
正
し
い
よ
う
だ
。
L
W
M
O
,
B
ox
 3
5
,
 file
 1
4.
 

(83
)
F
R
U
S,
 19
7
7'
]
9
8
0,
 Vo
lu
m
e
 X
I
I
I
、d
o
c
ll
9
.
こ
の
文
書
を
閲
覧
で
き
る
権
利
は
カ
ー
タ
ー
、
モ
ン

デ
ー
ル
、
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ

ー
、
ハ

ミ
ル
ト
ン

・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
大
統
領
補
佐
官
、
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
お
よ
び
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
以
後
の
国
交
正
常
化
に
関
す
る
検
討

で
も
機
密
保
持
を
徹
底
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

(84
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
lu
m
e
 XI
I
I
`
d
o
c
 1
2
3
.
 Br
z
e
z
i
n
ski
,
 Po
wer
 an
d
 P
r
i
n
cip
le
,
 p.2
2
4
.
 

(85
)
こ
れ
以
外
に
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
が
国
務
省
と
し
て
交
渉
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
い
て
い

る
が
、
そ
れ
は
中
国
側
が
ア
メ
リ
カ

の
中
華
民
国
に
対
す
る
武
器
売

却
案
件
を
批
判
す
る
場
と
し
て
の
性
格
が
強
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
は
「
歴
史
的
な
移
行
期
」
に
お
い
て
も
武
器
売
却
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
直
接
伝
え
る
な
ど
、
一
定
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
本
文
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
七
八
年
―
二
月
の
最
終
段
階
で
、
武
器

売
却
問
題
の
議
論
の
不
備
を
問
い
た
だ
し
た
の
も
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
と
国
務
省
で
あ
る
。
F
o
ot,
"P
riz
e
s
 W
o
n
,
0
p
p
o
r
t
u
n
i
t
i
e
s
 Lost,
"
 p.1
0
6
.
 

(86
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
lu
m
e
 X
III, 
d
o
c
 13
5
.
 

(87
)
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
は
、
非
政
府
の
代
表
施
設
の
設
置
で
も
立
法
は
不
可
欠
と
の
判
断
が
取
ら
れ
て
お
り
、
厳
密
な
意
味
で
日
本
方
式
は
取
り
得
な
い
と

考
え
ら
れ
て

い
た
。

(88)
T
yle
r, 
A
 G
re
a
t
 W
a
ll,
 p.2
5
7
.
 

(89
)
F
R
U
S,
 19
7
7-
1
9
8
0,
 V
olu
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 13
8
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,
 Bo
x
 4
 
(A
l
p
h
a
 C
h
a
n
n
e
l
)
,
 JC
L
.
 

(102
)
F
R
U
S,
 19
7
7-
1
9
8
0,
 V
o
lu
m
e
 XIII, d
o
c
 16
8.
 

(103)
テ
イ
ラ
ー
も
、
部
小
平
は
こ
の

一
年
間
に
新
た
な
契
約
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
で
武
器
売
却
が
終
わ
り
を
迎
え
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
台
湾
に
呼
び
か
け
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
た
と
の
説
を
採
る
。
T
y
l
e
r,A
 G
r
e
a
t
 W
a
l
l,
 p.2
6
3
.
ロ
ム
バ
ー
グ
も
、
ス
テ
ー
プ
ル
ト
ン
・
ロ
イ

（北
京
連
絡
事
務
所
副
所
長
）
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
元
に
、
部
小
平
は
武
器
売
却
に
つ
い
て
の
そ
れ
ま
で
の
米
中
の
議
論
を
完
全
に
理
解
し
て
い
な
い
ま
ま
ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
と
の
会
談
に
突
入
し

て
い
た
と
す
る
。
A
l
a
n
R
o
m
b
e
r
g,
 
R
e
i
n
 in the B
r
i
n
k
 o
f
 the Precipice: A
m
e
r
i
c
a
n
 P
o
l
i
c
y
 T
o
w
a
r
d
 T
a
i
w
a
n
 a
n
d
 U
.
S
.
,
P
R
C
 Relations,
 Wa
s
h
i
n
g
t
o
n
 D
C
:
 

T
h
e
 H
e
n
r
y
 L. S
t
i
m
s
o
n
 C
e
n
t
e
r
,
 20
0
3
,
 pp
.9
3ー
4
.

(104)
"S
u
m
m
a
r
y
 o
f
 D
r
.
 
B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
's
 me
e
t
i
n
g
 w
i
t
h
 A
m
b
a
s
s
a
d
o
r
 C
h
'al 
T
s
e
,
m
i
n
,
 da
t
e
d
‘
D
e
c
 1
5
,
 19
7
8
", 
N
a
t
i
o
n
a
l
 S
e
c
u
r
i
t
y
 A
f
f
a
i
r
s
,
 
B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
 

M
a
t
e
r
i
a
l
s
,
 Co
u
n
t
r
y
 File
,
 Bo
x
 8
.
 JC
L
.
ホ
ル
ブ
ル
ッ
ク
は

ニ
―-
H
の
部
小
平
発
言
が
台
湾

へ
の
武
器
売
却
を
ア
メ
リ
カ
が
行
う
こ
と
に
承
諾
を
与
え
て

い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
議
会
へ
の
説
明
が
困
難
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
そ
れ
を
無
視
し
た
。
し
か
し
、

C
h
a
i
と
の
会
談
で
、
問

題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
T
y
l
e
r
,
A
 G
r
e
a
t
 W
a
l
l,
 p.2
6
6ー
7
.
L
 W

M

O
,
 file 
1
8.
 

(
1
0
5
)
FR
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
l
u
m
e
 
XIII,
 
d
o
c
 1
7
0
.
 

(106
)
T
y
l
e
r
,
 A
 G
r
e
a
t
 W
a
l
l,
 p.2
6
9
.
 L
W
M
O
,
 Bo
x
 3
5
,
 file
 1
8
.
 

(107
)
F
R
U
S,
 19
7
7
-
1
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
日
.d
o
c
 1
7
0.
部
小
平
が
そ
の
場
で
他
の
政
治
指
導
者
に
諮
る
こ
と
も
な
く
独
断
で
決
断
し
た
背
景
に
は
、
権
力
基
盤
の

強
化
、
タ
イ
ミ

ン

グ
、
対
ソ
脅
威
認
識
の
悪
化
と
中
越
戦
争
前
の

牽
制
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

V
o
g
e
l
•
D
e
n
g

X
i
a
o
p
i
n
g,
 pp
.3
3
2ー

3
3
3
.

(108)
な
お
、
こ
の
仮
訳
に
お
け
る

「
認
め
る

(
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
)
」
は
中
国
語
訳
の
「
承
認
」
に
近
い
が
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
前
段
の
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
中

華
人
民
共
和
国
政
府
が
中
国
の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
」
の
「
承
認

(
r
e
c
o
g
n
i
z
e
)
」
と
異
な
る
単
語
に
も
関
わ
ら
ず
訳
語
が
重
複
す

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
二
点
を
踏
ま
え
て
中
国
語
訳
を
読
む
と
、
「
中
国
（
政
府
）
の
」
立
場
を
ア
メ
リ
カ
政
府
が
「
承
認
」
し
た
と
も
読
め
て

し
ま
う
。
な
お
中
国
語
訳
も
ア
メ
リ
カ
政
府
は
確
認
し
て
い
る
が
、
こ
の
項
目
に
関
し
て
中
国
側
に
押
し
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
北
京
連
絡
事
務
所

副
所
長
と
し
て
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
ス
テ
ー
プ
ル
ト
ン
・
ロ
イ
は
反
省
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
訳
語
が
ア
メ
リ
カ
の
立
場
に
対
す
る
誤
解
を
後
世
の
中

国
外
交
官
に
与
え
て
い
る
こ
と
を
カ
ー
タ
ー
政
権
に
勤
務
し
て
い
た
ア
ラ
ン・

ロ
ム
バ
ー
グ
も
指
摘
す
る
。
R
o
m
b
e
r
g,
R
e
in 
in 
the B
r
i
n
k
 o
f
 th
e
 Pre
c
i, 

p
i
c
e,
 pp
.9
9ー

lol.

(109
)
佐
橋
、
前
掲
論
文
。

(llO
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
l
u
m
e
 
XIII.
 
d
o
c
 1
2
.
 22ー

3
,
2
6
.
 ~
苺
匹
‘部則
祖ば
誨ヤ
人
、
一
八
八
ー
九
頁。
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「
一
九
七
八
年

(lll
)
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
,
 De
p
a
r
t
m
e
n
t
 of State
,
 for B
r
z
e
z
i
n
s
k
i
,
 "T
a
i
w
a
n
 a
n
d
 U
.
S
.
 No
r
m
a
l
i
zation Policy," M
a
y
 1978. Staff M
a
t
e
r
i
a
l
,
 Fa
r
 East, 

B
o
x
2
:
I
C
L
．
準
備

(conditioning)

と
い
う
用
語
法
は
、
カ
ー
タ
ー
政
権
で
も
引
き
続
き
確
認
で
き
る
。

Ibid.F
R
U
S,
 19
7
7
,
]
9
8
0ン

V
o
l
u
m
e
X
I
I
I
,
 do
c
 

132.
両
岸
対
話
の
見
込
み
は
低
く
、
引
き
続
き
ア
メ
リ
カ
に
依
存
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
F
R
U
S,
1
9
7
7ー

1
9
8
0
`
V
o
l
u
m
e
X
I
I
I
.
 do
c
 3
8
.
独
立
宣
言

は
、
蒋
経
国
に
と

っ
て
蒋
介
石
の

「―

つ
の
中
国
」
と
い
う
主
張
を
否
定
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
台
湾
内
で
も
そ
れ
を
求
め
る
声
が
ま
だ
強
く
な
い

た
め
、
短
期
的
に
は
起
き
そ
う
に
な
い
、
と
分
析
さ
れ
て
い
た
。

F
R
U
S,
1
9
7
7ー

]980,
V
o
l
u
m
e
 XI
I
I
,
 do
c
 3
7
.
独
立
派
の
動
き
へ
の
関
心
は
以
下
の
文
書

に
も
見
え
る
。
F
R
U
S,
1
9
7
7
'
]
9
器
V
o
l
u
m
e
X
日
,d
o
c
 9
9
.
 

(112)
対
中
交
渉
で
の
言
及
は
前
節
ま
で
の
通
り
で
あ
る
。
七
七
年
七
月
に
も
、
オ
ク
セ
ン
バ
ー
グ
は
核
開
発
、
対
ソ
接
近
、
独
立
の
三
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
対

す
る
ア
メ
リ
カ
の
拘
束
の
役
割
が
中
国
政
府
に
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
、
カ
ー
タ
ー
、
ヴ
ァ
ン
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
ら
の
前
で
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。

F
R
U
S
,
1
9
7
7-
1
9
8
0,
 Vo
lu
m
e
 X
日，
d
o
c
41.
拘
束
の
役
割
と
武
器
売
却
へ
の
中
国
の
承
諾
を
取
引
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
本
文
で
論
じ
た
と

お
り
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
役
割
を
中
国
が
認
め
て
い
る
と
も
国
務
省
・
国
防
総
省
の
実
務
担
当
者
は
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
F
R
U
S
,
1
9
7
7
1
 

]980. V
o
l
u
m
e
 XIII. d
o
c
 7
8.
 

(
1
1
3
)
F
R
U
S,
 19
7
7ー

]980,
V
o
l
u
m
e
 XI
I
I
,
 do
c
 39
.
 

(
114
)
W
邑
k
e
r,
"F
r
i
e
n
d
s
,
 
B
u
t
 N
o
 Allies
", 
p
.5
8
2
.
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
大
陸
と
の
国
交
正
常
化
後
も
中
華
民
国
に
政
府
の
公
式
機
関
を
残
す
こ
と
で
核
開
発
を
抑

制
す
る
こ
と
が
よ
り
容
易
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
F
R
U
S,
1
9
7
7ー

]
9
8
0̀
V
o
l
u
m
e
X
l
l
l
 d
o
c
 2
6.
 Wa
l
k
e
r,
 "F
r
i
e
n
d
s
`
B
u
t
 N
o
 Allies
", 
p
.586・ 

(
1
1
5
)
F
R
U
S
`
]
9
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 154・ 

(116)
蒋
経
国
総
統
と
福
田
首
相
に
三
週
間
前
に
通
告
す
る
こ
と
を
ヴ
ァ
ン
ス
は
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
カ
ー
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト
は
伏
さ
れ
て
い
な
い
。

F
R
U
S
,
 1
9
7
7
'
]
9
器
V
o
l
u
m
e
X
I
I
I,
 do
c
 119. 

(117
)
F
R
U
S,
 19
7
7
'
]
9
8
0
,
 V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I,
 do
c
 34
,
 132. 

(118)
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
異
な
り
、
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
中
華
民
国
駐
米
大
使
に
も
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
。

T
u
c
k
e
r
,
Strait Talk,
 p.9
7
.
 

(
1
1
9
)
H
i
l
t
o
n
,
 "M
a
x
i
m
u
m
 Flexibilitỳ
"
p
.6
1
1
-
2
.
 
F
R
U
S
,
 1
9
7
7ー

1
9
8
0,
V
o
l
u
m
e
 X
I
I
I
,
 do
c
 40. 

(120
)
N
a
n
c
y
 B
e
r
n
k
o
p
f
 T
u
c
k
e
r
,
 
Strait Talk: United Srates,Taiwan R
ela
tions a
n
d
 the Crisis with C
hina, C
a
m
b
r
i
d
g
e
:
 H
a
r
v
a
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
ess
,
 

2
0
0
9
,
 p.113-4・ 

(121
)
松
田
康
博

「米
中
国
交
正
常
化
に
関
す
る
台
湾
の
内
部
政
策
決
定
」
加
茂
具
樹
・
飯
田
将
史
・
神
保
謙
編

「中
国
改
革
開
放
へ
の
転
換

を
越
え
て
」
」
慶
應
技
術
大
学
出
版
会
、
二

0
1
―
年
、
一
八
三
頁
。

(
1
2
2
)
F
R
U
S,
 19
7
71
]
9
8
0,
 Vo
l
u
m
e
 X
I
I
I
`
d
o
c
 2
7
6
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「娑恙ぐ妍恨怜」e匿室恕如71ご裟出奴回廿咲

国
）
祖
卦
因
⇒
ヤ
'
L
e
s
t
e
r
L. 
W
o
l
f
 a
n
d
 D
a
v
i
d
 L. 
Simon. Legislative Hist01y of the Taiwan Relations Act: A

n
 Analytic Compilation with D

o
c
u
m
e
n
t
s
 

on Subsequent Developments.Jamaica, N
e
w
 York: A
m
e
r
i
c
a
n
 Association for Chinese Studies. 1982. R

o
b
e
r
t
 Sutter, China Quanda,y: D

o
-

mestic Determinants of U
S
.
 China Policy, 

1972-1982, Boulder: W
e
s
t
v
i
e
w
,
 1983. 

ID鉛
姦
S
圭
捩
心
⇒
ヤ
'
P
a
u
l
Coyer, Congress, China a

n
d
 the 

Cold War: Domestic Politics a
n
d
 Sino-American Rapprochement a

n
d
 Normalisation, 1969-1980, Ph.D. Dissertation to L

o
n
d
o
n
 School of Eco-

nomics, M
a
y
 2013. 

（翌）
Bush,
At Cross P

w
p
o
s
e
,
 p.151. 

（き）
N
a
n
c
y
B
e
r
n
k
o
p
f
 Ticker, "Strategic A

m
b
i
g
u
i
t
y
 or Strategic Clarity," in T

u
c
k
e
r
 (ed.), Dangerous Strait: the U

S
-
T
a
i
w
a
n
-
C
h
i
n
a
 Crisis., 

N
e
w
 York: C
o
l
u
m
b
i
a
 University Press., 2005, pp.193-4. Bush, At Cross P

w
p
o
s
e
,
 pp.153-9.

緑
11~

!
1
翌
⇒
ヤ
＇
サ
紺
悴
四
ほ
澤
這
凄
寧
e

咄
臨
(
a
r
m
s
of defensive character

）
」
心
ぬ
菜
ヤ
3
と
全
＇
廿
杵
紺
e
醒
料
S
捉
翠
「
坦
迦
ユ
郎
ヤ
心
器
苓
兵
吋
お
祀
途
(defense

articles a
n
d
 

services)
」
心
＇
吋
ミ
臼
3
塩
固
如
l恰
ヤ
丑
'
"
は
ぐ
0
文
゜
（
苓
途
紅
楽
碁
竺
巡
拙
如
「
坦
要
忌
さ
甜
苓
桑
己
恙
蚕
」
心
⇒
ヤ
3
心
全
＇
拳
出
葉
筵
如
誨
冊

9戊
菜
包
＇
「
益
迦
旦
那
ヤ
心
」
心
⇒
心
担
全
田
涅
や
伶
心
゜
担
迦
e
心
袋
は
忍
築
忌
起
瞑
S
出
＜
臨
条
さ
都
心
S
ギ
芙
如
隠
乳
恥
も
菜
芝
心
゜
）
ュ
⇒
’
←
返
縣
旦

伶
0
文
「
匁
起
廿
睾
」
心
二
，
吋
脳
惑
蒋
豆
忌
延
ぬ
菜
心
0
Ibid., 
p.156 

ぽ
）
担
垢
玉
以
「淫
葉
回
心
舟
乱
唄
葉
「K
函
回
條
」
全
心
S
諧
函
"・
J
慨
1埒
塁
庄
丑
至
ぐ
甘
＇

（巨）
O
k
s
e
n
b
e
r
g
,
"
A
 Decade," p.188: Tucker, Strait Talk, 

p.105. 

（
き
）
均
＃
玉
以
r-1
咽
訳
訂
器
担
廿
禅
咀
回
釘
請
訳
2
S
岩
巡
叫
嵌
低
k
牡
丑
堅
俎
'
1
1
0
0
<
母゚

（翌）
F
R
U
S
,
1977-1980, V

o
l
u
m
e
 XIII, 
d
o
c
 28, 
note 4. 

I
兵
兵
早
母
'
I
用
1
-
I
K
I
I
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